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Right
江
戸
時
代
の
農
民
は
貧
し
か
っ
た
と
い
う
考
え
が
一
般
的
で
あ
ろ
う
。
「
百
姓
と
ゴ
マ
の
油
は
、
絞
れ
ば
し
ぼ
る
ほ
ど
と
れ
る
」
と
い
う
言
葉
の
よ
う
に
、
農
民
は
年
貢
を
し
ぼ
り
取
ら
れ
て
貧
し
い
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
た
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
形
作
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
残
存
す
る
史
料
に
記
さ
れ
た
こ
と
を
、
文
字
通
り
理
解
し
て
「
農
民
は
貧
し
い
」
と
い
う
結
論
を
歴
史
研
究
者
が
導
い
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
対
し
て
最
近
の
研
究
者
は
、
そ
の
よ
うな理解は史料の表面的な解釈によって導かれたものであっ
て
、
誤
り
で
あ
る
と
主
張
す
る
人
が
多
く
な
っ
て
い
る
。
古
島
敏
雄
氏
は
地
主
制
の
研
究
の
中
で
、
江
戸
時
代
後
期
に
つ
いて領主・地主・小作人の三者間の収穫物配分の割合はほ
（１）
ぼ
一
二
等
分
さ
れ
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
農
一
、
は
じ
め
に 天保
期
熊
本
藩
農
村
の
経
済
力
生
産
力
は
二
百
万
石
以
上
、
貢
租
は
そ
の
１
／
４民
の
取
分
は
三
分
の
一
し
か
な
い
と
い
う
点
が
強
調
し
て
理
解
さ
れ
る
傾
向
が
あ
っ
た
が
、
別
な
見
方
を
す
れ
ば
小
作
地
で
な
い
場
合
は
農
民
側
の
取
分
は
三
分
の
一
一
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
ま
た
田
中
圭
一
氏
は
、
越
後
国
魚
沼
郡
の
土
地
に
関
す
る
史
料
の
研
究
か
ら
、
以
前
か
ら
の
説
は
誤
り
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
検
地
帳
で
は
一
町
一
反
で
高
一
六
石
（
年
貢
は
五
・
九
石
）
の
土
地
が
あ
り
、
そ
の
小
作
料
が
一
六
石
と
記
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
を
表
面
的
に
理
解
す
る
と
、
収
穫
の
す
べ
て
を
地
主
が
取
る
こ
と
に
な
り
、
小
作
人
の
取
分
は
「
畦
に
植
え
た
大
豆
だ
け
」
と
説
明
さ
れたりしたが、この士地の実際の収穫高は三一二石であり、
小作料が一六石であっても農民の手元には収穫の半分が残っ
（リ〕）
た
と
い
う
。
さ
ら
に
網
野
善
彦
氏
は
無
高
百
姓
を
意
味
す
る
「
頭
振
」
と
さ
れ
て
い
る
人
の
中
に
、
廻
船
を
所
有
す
る
商
人
が
い
た
こ
と
を
指
蓑
田
勝
彦
１
二、「諸御郡惣産物調帳」について
本
論
で
最
も
中
心
の
史
料
と
し
て
使
用
す
る
天
保
一
三
年
（
一
八
四
二
）
の
「
諸
御
郡
惣
産
物
調
帳
」
は
、
の
ち
に
も
述
べ
る
よ
う
に
熊
本
藩
の
経
済
力
調
査
書
で
あ
る
（
以
下
「
惣
産
物
調
帳
」
と略記）。原本は失われており、現在は上下二巻の写本が
残されている（個人蔵）。題名には「諸御郡」という文字
が
あ
る
が
、
郡
ご
と
の
調
査
で
は
な
く
熊
本
藩
領
の
行
政
区
画
で
あ
る
手
永
ご
と
に
、
生
産
物
の
量
と
そ
の
金
額
な
ど
を
品
目
別
に
摘している。「百姓」Ⅱ「農民」という今迄の考えは誤解
だ
っ
た
の
で
あ
り
、
農
村
部
と
ぎ
れ
る
地
域
に
も
非
農
業
者
が
住
ん
で
お
り
、
そ
の
よ
う
な
人
々
は
「
無
高
百
姓
」
と
さ
れ
て
い
て（３）
も
、
実
際
に
は
富
裕
な
商
人
な
ど
も
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
「
農
民
は
貧
し
か
っ
た
」
と
い
う
今
迄
の
常
識
は
大
き
く
修
正
さ
れ
つ
つ
あ
る
と
い
え
よ
う
。
な
か
に
は
『
貧
農
史
観
（４）
を
見
直
す
』
と
い
う
題
を
つ
け
た
本
も
出
版
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
「
貧
農
史
観
の
見
直
し
」
と
い
う
視
点
を
意
識
し
て
史
料
を
見
て
い
る
う
ち
に
、
今
ま
で
多
く
の
書
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
重
要
な
点
が
見
過
ご
さ
れ
て
い
た
天
保
期
の
貴
重
な
史
料
を
確
認
し
た
の
で
そ
れ
を
紹
介
し
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
天
保
期
の
熊
本
藩
の
農
村
の
経
済
力
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い０
調
査
し
た
も
の
で
あ
る
。
「
手
永
」
と
い
う
の
は
郡
と
村
の
中
間
の
行
政
単
位
で
、
熊
本
藩
領
の
郡
村
や
手
永
の
数
は
時
期
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、
こ
の
こ
ろ
は
一
三
郡
、
五
一
手
永
で
、
一
手
氷
の
村
（５）
数
は
一
二
○
～
四
○
ヵ
村
く
ら
い
の
も
の
が
多
い
。
五
一
手
永
す
べ
て
に
つ
い
て
記
し
終
わ
っ
た
後
に
、
「
惣
一
紙
」
と
し
て
藩
全
体
の
合
計
額
が
集
計
し
て
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
惣
産
物
調
帳
」
の
内
容
の
う
ち
、
主
要
産
物
で
あ
る
穀
物
類
だ
け
は
早
く
昭
和
五
八
年
（
一
九
八
三
）
の
『
肥
後
読
史
総
（６）
覧
』
に
手
、
水
ご
と
の
数
字
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
平
成
一
○
年
Ｃ九九八）には「波野村史』に久住手永（阿蘇郡産山村・
波
野
村
と
大
分
県
竹
田
市
の
一
部
）
の
分
が
全
文
紹
介
さ
れ
、
同
一
三
年
（
一
一
○
○
一
）
に
は
『
一
の
宮
町
史
』
の
近
世
編
に
坂
梨
手
永
と
内
牧
手
永
（
現
阿
蘇
市
）
の
部
分
の
内
容
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
筆
者
（
蓑
田
）
の
注
目
す
る
農
村
の
経
済
力
調
査
と
い
う
視
点
で
の
検
討
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
「
玉
名
市
史
』
に
は
小田・内田・坂下・南関の四手氷の分が、『新字士市史』
こ
う
の
う
ら
ま
い
の
え
ご
う
の
え
には松山・郡浦・杉島・廻江・河江の五手、水の分が翻刻さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
『
白
水
村
史
』
に
高
森
手
永
の
部
分
が
史
料
（７）
紹
介
の
形
で
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
「
惣
産
物
調
帳
」
の
一
例
と
し
て
、
い
ま
ま
で
翻
刻
ざ
こ
う
だ
れたことのない八代郡高田手、水の部分を紹介してみたい。
高
田
手
永
は
現
在
の
八
代
市
中
心
部
を
含
む
地
域
で
四
○
ヵ
村
ほ
ど
２
〔表Ｉ〕天保13年 八代郡高田手永の「惣産物調帳」 から
な
り
、
人
口
と
水
田
面
積
は
一
位
、
「
高
」
は
河
江
手
永
・
た
か
ば
竹
迫
手
永
に
つ
い
で
第
一
二
位
で
あ
り
、
熊
本
藩
五
一
手
永
の
中
で
は
最
大
級
の
手
永
で
あ
る
。
史
料
で
は
漢
数
字
が
使
用
さ
れ
て
い
て
見
に
く
い
の
で
、
通
常
の
算
用
数
字
に
直
し
、
ま
た
説
明
を
加
①【人口・ＭＨ面積】惣人数男女２万5430人
高２万6333石余内［H畝2288町1反（うち34町８反延畝、刺にして
1歩５朱）
畑畝1017町９反（うち187町延畝、割にして２
割２歩２朱）
②【諸作】
米１２万5850俵（反に５俵半、ｌ俵＝35匁)、代4404賃7501ｊ
粟１万7960俵（反に５俵、］俵＝１８匁）代323貰28011
小麦7870俵（１文に３俵、］俵＝26匁）代204頁620回
裸麦１万340俵（反に３俵半、ｌ俵＝]9匁）代196貰46011
大麦２万2850俵（反に４俵半、ｌ俵＝12匁）代274賞20011
大豆3630俵（灰に３俵、ｌ俵に25匁）代90貨750回
小豆1170俵（反に２俵２１２，１俵＝26匁）代30貫420回
大角豆570俵（Ⅸに２俵)|《、ｌ俵＝25匁）代14貫250日
蕎麦120俵（反に３俵、ｌ俵＝18匁）代２賀1601=｜
黍260俵（反に３俵半、ｌ俵＝20月）代５賞200目
空豆1380俵（反に４俵、ｌ俵＝15匁）代20賞700回
碗豆110俵（反に３俵、１俵＝25匁）代２貫7501］
種子530俵（反にｌ俵半、ｌ俵＝45匁）代23賞850回
唐芋759万1500斤（反に3500斤、１００斤＝６匁）代455賞4901］
芋3071石（反に７石、１斗＝４匁）代122賃840回
大根1014万2000本（反に１万本、１００本＝１匁７分）代172賞40011
南蛮瓜２２万9000（反に720,10＝３匁５分）代80質15011
茄子1330荷（反に43荷、１荷＝７匁）代９貢30011
西瓜６万4700（反に700,10＝５匁）代32賃35011
瓜６０００（反に1400,10＝2.5匁）代ｌ賞500目
烏芋５５石（反に4.2石、ｌゾ|＝1匁）代５貨5001］
煙草3850斤（反に150斤、1斤＝１匁）代３賞850目
Ｔｌ丁皮3880賞（反に501911z１，１１Ｍ］＝7.5匁）代2911llOOI1
飼葉3240締（反に100締、ｌ締＝２匁）代６賞480目
七島４万3640把（反に350把、ｌ把＝２匁）代87貰30011
蘭3170締（反に30締、］締＝17.5匁）代55賞480回
綿2270貫目（反に６批目、１００日＝５匁）代113質50011
塩９万8620俵（反に200俵、１俵＝７匁）代690貫34011
③【余産】
大小竹１０００肩（ｌ肩＝５匁）代５質ロ
材木類7000本（角廻1本＝５匁）代35質l］
板類2140坪（］坪＝７匁）代15111月
薪750万斤（100斤＝２匁）代150貫目
家萱2000荷（１荷＝2.5匁）代5質目
葭１２万束（１束＝２分５１WI）代30Ｈ月植柳村・麦島村
焼炭１万2500俵（１俵＝４匁）代50賞ロ上下松求麻村・猫谷村
簡表６万3000枚（１枚＝2.5匁の打手問料）代157貫5001三｜
七島表4710枚（１枚＝12匁の打手間料）代５貨6501Ｅ１
併梠皮７万枚（１００枚＝３匁）代２質1001］上下松求麻村
梨子７０荷（ｌ荷＝15匁）代1111501］
柿350荷（ｌ荷＝10匁）代３戯5001Ｊ
梅実５０石（１１１－３匁）代lrl500目
山芋370貨目（１質[1＝３匁）代ｌ賃ｌＯＯＨ－ｆ下松求麻付
蒟蒻芋1400貨|］（ｌｆｌｉｌｌ＝４匁）代５世600月右伺村
葛112石５斗（ｌ升＝２匁）代22貨50011右同村
椎茸６石４斗（１升＝2.5匁）代１貫600月右同村
上茶１万1440斤（１斤＝３匁）代34賀3201］」菖下松求麻村・猫谷村
並茶3430石（1斗＝２匁）代68貨6001］右同村
青苔3600賞目（ｌ貫目＝7.5匁）代27rIl］麦島村
櫨実8880斤（１０斤＝4.4匁）代３貨9001］
楮7000貧目（111(|］＝８匁）代56貨目
蚕糸１０貨目（10匁＝７匁）代７貨目
紙類５万3160束（１束＝６匁）代318徴960回楮代引
魚類３万8570rlI］（ｌｒＩＩ］＝７匁）代270貫月
え
た
り
し
て
内
容
を
分
か
り
や
す
い
形
に
書
き
直
し
た
〔
表
Ｉ
〕
。
元
の
書
式
は
先
述
し
た
出
版
物
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
他
手
永
の
記
述
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
こ
こ
に
記
さ
れ
て
い
る
品
目
の
中
に
は
、
「
烏
芋
」
の
よ
う
に
理
－３－
鳥類１０６０羽（１羽＝2.5匁）代２世650月
鶏卵３万（10＝1匁）代３貫日
川魚類１ノJ5000rlU（ｌｌｌｌＩ二|＝７匁）代105貫|」
猪鹿２０疋（ｌ疋＝100回）代２微１１上「松求麻村・猫谷村
下駄・草履６万3060束（１０足＝５匁）代31貰53011
小荷駄鞍井竹細工物など代５貫【１
柑類・橘類代４０F(I]、竹皮・鏑・果実・蕨類代ｌ賞3001］
村々にての野菜代４９賞6001Ｊ
④【惣銭合】（総生産額）
8976貫9301=１（内穀類井洲乍代＝7508賃5701]、余産代＝1468貧3601]）
⑤【年貢・'１１米・出銀など】
御年貢米納1535賀110匁、この米１万5351石1斗
向小麦納７５貫110匁、この小麦１０１１匁21.
｜可大豆納３fl620Ⅱ、この大豆５０ｲｉ７メト
同塩納３０貰75011、この塩1025石
諸出米井御赦免開徳米代共4121qn701目l、この米4121石７斗
野開運上銀井御年貢銀納代共5611【110匁、諸出銀９０貧4201］
〔払合〕＝上記合計額……2203貧29011
⑥【残て】（総生産額から、上記合ii↑額を３|いた額）＝677311(6401］
⑦⑥の使途（内容）
農具代……124賞目（１ヶ年分、ｌ竃につき27匁宛）
買肥代……660賞5011（1ヶ年分、１反につき20日宛）
根物代……3702賞600月、この米３万7026石
（総人数２万5430人、閏月を加え１ケ年364｢1,1［１１人につき４合宛）
⑧余分………2286貧9901］（総人数］人につき89.9匁企）
解
困
難
な
品
目
も
見
ら
れ
る
が
（
「
烏
芋
」
は
「
く
わ
い
」
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
）
そ
れ
は
さ
て
お
い
て
、
簡
単
に
内
容
を
み
て
お
き
た
い
。
「
諸
作
」
の
中
で
、
こ
の
地
域
の
特
産
物
と
し
て
は
ま
ず
「
藺
」
が
あ
げ
ら
れ
る
。
畳
表
の
材
料
で
、
今
も
八
代
地
方
は
全
国
第
一
位
の
生
産
量
を
誇
っ
て
い
る
が
、
江
戸
時
代
も
「
大
牟
田
表
」
と
し
て
知
ら
れ
る
名
産
で
あ
っ
た
。
大
牟
田
と
い
う
の
は
藺
草
栽
培
の
中
心
地
の
地
名
で
あ
る
。
こ
れ
に
関
連
し
て
「
余
産
」
の
中
に
「
藺
表
」
が
、
材
料
費
を
除
い
た
「
打
手
間
料
」
と
し
て
記
さ
れている。「蘭」「藺表」とならんで記されている「七島」
「七島表」は、同様の品で辞典に「主に琉球畳表の原料。
粗
悪
な
も
の
は
筵
（
む
し
ろ
）
に
製
す
る
」
と
説
明
言
れ
て
い
る
（広辞苑）。「余産」のうちに記されている「青苔」（あお
の
り
）
も
、
江
戸
時
代
の
名
産
に
あ
げ
ら
れ
て
お
り
、
現
在
も
球
磨
川
河
口
部
で
採
取
さ
れ
て
い
る
。
同
じ
く
余
産
に
見
え
る
「
紙
類
」
は
、
藩
内
で
最
も
代
表
的
な
和
紙
生
産
地
の
宮
地
村
で
生
産
さ
れ
て
い
た
。
も
う
一
つ
の
代
表
的
産
地
で
あ
る
南
関
手
永
の
方
が
生
産
量
は
多
い
が
、
こ
の
高
田
手
永
の
宮
地
地
区
に
は
最
盛
期
に
は
紙
漉
き
に
従
事
す
る
家
が
一
○
○
軒
以
上
あ
り
、
そ
の
中
か
ら
一
一
人
が
藩
の
「
御
用
紙
漉
」
に
任
命
さ
れ
て
奉
書
紙
・
檀
紙
な
ど
の
高
級
紙
も
漉
い
て
い
た
。
ま
た
当
地
の
紙
を
原
料
に
し
て
紙
子
（
か
み
こ
、
紙
衣
）
Ⅱ
紙
製
の
衣
服
も
生
産
さ
れ
て
、
こ
れ
（Ⅱ）
も
「
八
代
紙
子
」
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
も
う
一
つ
の
余
産
の
「
川
魚
類
」
は
、
今
も
名
産
と
な
っ
て
い
る
球
磨
川
で
と
れ
る
鮎
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
「
川
魚
類
」
の
生
産
額
は
藩
全
体
の
二
分
の
一
ほ
ど
の
生
産
量
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
「
惣
産
物
調
帳
」
に
は
手
永
ご
と
の
状
況
が
、
概
４
三、「諸御郡惣産物調帳」の性格
「
惣
産
物
調
帳
」
の
写
本
は
薄
い
和
紙
に
青
色
の
罫
線
が
印
刷
さ
れ
て
お
り
、
一
枚
に
二
○
行
を
記
し
て
、
そ
れ
を
二
つ
折
り
に
し
て
綴
じ
た
も
の
で
、
明
治
以
降
に
原
本
か
ら
写
さ
れ
た
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
「
惣
産
物
調
帳
」
の
最
後
付
近
に
は
、
調
査
を
担
当
し
た
人
々
の
〃
あ
と
が
き
〃
が
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
ている。今度
、
諸
御
郡
米
穀
井
余
産
調
被
仰
付
候
二
付
、
私
共
兼
て
見
聞
の
趣
を
以
取
調
候
処
、
別
紙
の
通
御
座
候
、
然
処
惣
計
況
（
人
口
・
高
・
田
畑
）
・
諸
作
（
田
畑
の
生
産
物
）
・
余
産
（田畑の産物以外の生産物）などの項目ごとに分けて記さ
れ
、
品
目
ご
と
の
生
産
量
と
そ
の
金
額
、
単
位
あ
た
り
の
価
格
も
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
最
後
の
部
分
に
は
手
永
の
産
物
の
総
合
計
額
、
貢
租
類
の
額
、
貢
租
を
差
し
引
い
た
額
、
そ
し
て
そ
の
中
で農具代・肥料代・食費などの必要経費がどれほどずつか、
そ
れ
ら
を
差
し
引
い
た
「
余
分
」
は
ど
れ
だ
け
か
な
ど
の
数
字
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
一
手
氷
だ
け
の
記
録
を
検
討
し
た
り
、
手
水
ご
と
の
記
述
を
比
較
し
て
検
討
し
た
り
す
る
こ
と
も
、
大
へ
ん
興
味
深
く
有
意
義
な
こ
と
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
は
別
の
機
会
に
ゆ
ず
り
、
本
稿
で
は
さ
し
あ
た
っ
て
熊
本
藩
領
全
体
の
状
況
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。
の
儀
、
年
の
豊
凶
又
は
跡
作
、
畝
数
の
増
減
、
作
物
の
多
少
一
一
よ
り
、
取
実
の
異
同
も
有
之
、
且
余
産
の
員
数
も
村
所
の
盛
衰
二
よ
り
、
年
々
増
減
の
品
も
有
之
、
治
定
の
見
究
は
難
出
来
御
座
候
得
共
、
中
年
の
見
撫
を
以
、
大
様
積
立
候
処
、
別
紙
弐
冊
の
通
御
座
候
、
此
段
御
達
申
上
候
、
以
上
寅
四
月
井
田
格
蔵
河
田
俊
右
衛
門
河
野
子
次
右
衛
門
吉
田
作
助
岩
佐
貞
右
衛
門
久
野
多
学
井
上
繁
多
永
野
敬
四
郎
本
山
文
助
外
山
喜
助
野
田
恒
助
ま
た
最
後
の
所
に
は
、
改
め
て
「
右
は
諸
御
郡
手
永
々
々
米
穀
井
諸
産
物
等
、
一
ヶ
年
の
出
来
高
、
兼
て
見
聞
の
趣
を
以
、
中
年
の
見
撫
二
て
取
調
、
御
達
申
上
候
、
以
上
天
保
十
三
年
寅
四
月
御
郡
御
目
附
付
御
横
目
共
」
と
あ
り
、
こ
の
史
料
に
見
ら
れ
る
数
字
は
平
年
の
生
産
額
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
改
め
て
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
「
惣
産
物
調
帳
」
の
調
査
を
担
当
し
た
井
田
格
蔵
以
下
の
二
名
の
人
々
は
「
御
郡
御
目
附
付
御
横目」であることがわかる。
「御郡御日附」というのは郡政の監察役（知行取）で、
この天保一一一一年（一八四二）の「御郡御目附」は中村庄
右
衛
門
（
正
尋
）
で
あ
る
。
彼
は
各
地
方
の
「
郡
代
」
を
歴
任
し
、
後
に
奉
行
役
に
も
な
っ
た
優
れ
た
人
物
で
、
『
恕
斎
日
録
』
で
有
名
５
（９）
な中村庄右衛門（恕斎）の父である。「御郡御一Ｈｐ附付御横
目
」
は
そ
の
「
御
郡
御
目
附
」
の
下
で
郡
政
の
状
況
を
見
廻
っ
て
調
査
す
る
下
級
武
士
（
軽
輩
身
分
）
で
あ
る
。
各
人
に
担
当
地
区
が
割
当
て
ら
れ
、
そ
の
地
区
の
実
情
を
よ
く
知
っ
て
お
り
、
産
物
調査をするのに最も適当な役職の人々であったと思われる。
彼
ら
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
「
惣
産
物
調
帳
」
は
、
藩
の
命
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
公
的
な
帳
簿
で
あ
り
、
当
時
の
熊
本
藩
農
村
の
状
況
を
よ
く
把
握
し
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
な
お
「
御
郡
御
目
附
付
御
横
目
」
の
仕
事
と
し
て
は
、
藩
内
各
地
の
住
民
の
賞
美
申
請
が
な
さ
れ
た
場
合
、
そ
の
申
請
内
容
に
間
違
い
が
な
い
か
ど
う
か
を
現
地
で
確
認
す
る
こ
と
も
そ
の
一
つ
と
さ
れ
て
お
り
、
現
存
文
書
で
は
永
青
文
庫
の
「
町
在
」
に
彼
ら
の
名
前
が
（、）
散見共これる。
こ
こ
で
、
こ
の
産
物
調
査
の
信
頼
性
に
つ
い
て
も
う
少
し
検
討
し
て
み
た
い
。
そ
の
信
頼
性
を
考
え
る
の
に
参
考
に
な
る
史
料
が
二つある。一つは文化五年（一八○八）の「五町手、水産
（Ⅱ）
物一切しらへ」、もう一つは文久元年（一八一ハー）四月
（に）
の
「
山
本
郡
正
院
手
永
諸
産
物
し
Ｐ
つ
く
一
紙
帳
」
で
あ
る
。
後
者
の
記
載
事
項
を
、
本
史
料
Ⅱ
天
保
一
三
年
の
「
惣
産
物
調
帳
」
の
記
述
と
比
べ
て
み
る
と
、
そ
の
項
目
や
様
式
は
全
く
同
じ
で
あ
る
。
つ
ま
り
「
惣
産
物
調
帳
」
は
天
保
一
三
年
だ
け
で
な
く
、
他
の
年
に
も
作
成
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
現
在
は
文
久
元
年
の
も
の
は
正
院
手
永
の
分
だ
け
し
か
確
認
で
き
な
い
が
、
他
手
永
の
分
が
今
後
発
見
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
「
五
町
手
永
産
物
一
切
し
ら
へ
」
は
、
「
惣
産
物
調
帳
」
と
は
調
査
項
目
や
内
容
が
異
な
っ
て
い
る
が
、
基
本
的
に
は
同
様
の
性
格
を
も
っ
た
生
産
力
調
査
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
文
化
五
年
の
調
査
と
天
保
一
三
年
の
五
町
手
永
の
「
惣
産
物
調
帳
」
の
内
容
の
う
ち
、
比
較
可
能
な
項
目
の
一
部
を
表
に
し
た
の
が
〔
表
Ⅱ
〕
で
あ
る
（五町手永は熊本市の北部、旧北部町、
旧
河
内
町
な
ど
を
含
む
地
域
）
。
両
者
に
は
三
四
年
の
時
間
差
が
あ
る
の
で
、
そ
の
数
字
に
は
か
な
り
の
相
違
が
見
ら
れ
る
。
人
口
や
田
地
の
増
加
は
一
・
一
倍
ほ
ど
で
あ
る
の
に
、
米
の
生
産
量
は
一
・
四
倍
と
な
っ
て
お
り
、
生
産
量
の
増
加
が
目
立
つ
。
畑
地
の
面
積
は
一
・
五
倍
ほ
ど
に
増
加
し
、
小
麦
・
大
小
豆
な
ど
の
生
産
量
は
著
し
い
増
加
を
示
し
て
い
る
。
最
も
特
徴
的
な
の
は
、
米
に
換
算
し
た
総
生
産
量
（
金
額
）
〔表Ⅱ〕 五町手永の産物（出典は註１１と「惣産物調帳」
際二iiiEi蕊匡irI亘鳫Ｉ罪hiFI芳Ｉｆ
６
田の面積 畑の面積 米(石） 小麦(石） 大豆(石） 小豆(石） 惣生産(米で） 貢租(米で）
文化５(1808） 462町 1365.2町 6680.8 2834.5 346Ｌ５ 211.8 33548石 10798石
天保13(1842） 529.8 2030.1 9271.5 4858 6237 1165.5 67274.5石 11304.5石
増加倍率 (1.15） (Ｌ49） (Ｌ39） (Ｌ71） (1.80） (5.50） (2.01） (1.05）
〔表Ⅲ〕 正院手永の産物（出典は「惣産物調帳」と註1２
隆需ｒｉＬｌｉｉｌ１二蕊|三雲FFllWFEfWlFFl:i票;PP匡蘂Ｐ
が
二
倍
に
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
貢
租
の
合
計
額
は
わ
ず
か
な
増
加
し
か
見
ら
れ
な
い
こ
とである。その結果、文化五年には一一三・
一
％
で
あ
っ
た
貢
租
率
は
、
三
四
年
後
の
天
保
一
三
年
に
は
一
六
・
八
％
と
半
分
近
く
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
が
当
時
の
実
情
を
ど
の
程
度
正
確
に
反
映
し
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
は
疑
問
の
余
地
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
現
段
階
で
は
一
応
そ
の
ま
ま
受
け
と
め
て
お
き
た
い
。
つ
ぎ
に
文
久
元
年
の
正
院
手
永
の
調
査
は
、
さ
き
に
述
べ
た
よ
う
に
天
保
一
三
年
の
同
手
永
の
「
惣
産
物
調
帳
」
と
全
く
同
じ
形
式
の
調
査
で
あ
る
（
正
院
手
水
は
五
町
手
永
の
北
部
で
、
現
在
の
植
木
町
付
近
）
。
二
○
年
近
い
年
数
の
経
過
で
数
字
や
品
目
に
か
な
り
の
変
化
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
二
つ
の
時
期
の
数
字
を
、
い
く
つ
かの項目について比べてみたい〔表Ⅲ〕。
最
大
の
変
化
は
幕
末
期
の
物
価
上
昇
に
よ
っ
て
、
銭
貨
で
表
わ
さ
れ
た
生
産
額
が
大
き
く
違
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
米
価
で
い
え
ば
一
俵
三
五
匁
が
五
三
・
五
匁
に
、
つ
ま
り
一
・
五
倍
ほ
ど
に
上
昇
し
て
い
る
が
、
そ
の
生
産
量
は
ほ
と
ん
ど
増
加
し
て
い
な
い
。
当
然
他
の
品
目
に
も
同
様
の
こ
と
が
見
ら
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
省
略
し
た
い
。
総
生
産
額
を
み
る
と
銭
四
九
八
三
貫
目
余
が
七
三
八
○
貫
目
余
に
、
つ
ま
り
一
・
四
八
倍
に
上
昇
し
て
い
る
。
こ
れ
を
米
価
の
上
昇
と
考
え
合
わ
せ
る
と
、
生
産
量
は
ほ
と
ん
ど
増
加
し
て
い
な
い
の
に
、
そ
の
価
格
だ
け
が
上
昇
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
事
実
一
品
目
ご
と
に
比
較
し
て
み
る
と
、
天
保
期
の
数
字
と
文
久
期
の
数
字
に
は
大
差
な
い
も
の
が
多
い
。
た
だ
「
諸
作
」
と
記
さ
れ
た
田
畑
で
の
作
物
の
品
目
が
、
一
八
品
目
か
ら
二
八
品
目
に
大
幅
に
増
加
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
中
で
も
生
産
量
や
額
は
小
さ
い
が
、
藍
・
紅
花
餅
・
黒
砂
糖
な
ど
が
見
ら
れ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
つ
ま
り
約
二
○
年
間
の
生
産
量
は
ほ
と
ん
ど
増
加
し
て
い
な
い
が
、
商
品
作
物
の
栽
培
が
活
発
化
していることが指摘できよう。
こ
れ
ら
の
生
産
力
調
査
に
つ
い
て
検
討
す
る
と
、
前
者
の
五
町
手
永
の
場
合
は
、
三
四
年
間
に
著
し
い
生
産
力
の
上
昇
が
み
ら
れ
、
そ
れ
に
つ
れ
て
貢
租
率
も
半
分
近
く
に
低
下
し
て
お
り
、
後
者
の
正
院
手
永
の
場
合
は
二
○
年
近
く
の
問
、
生
産
力
は
全
く
停
滞
状
態
に
あ
る
よ
う
に
み
え
る
。
こ
の
五
町
手
水
の
状
況
は
、
後
述
す
る
藩
当
局
に
よ
る
「
請
免
」
の
実
施
と
そ
れ
に
関
連
す
る
生
産
力
進
展
の
検
討
結
果
と
ほ
ぼ
合
致
す
る
こ
と
の
よ
う
に
見
え
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
よ
う
に
単
純
に
考
え
る
に
は
少
な
か
ら
ず
檮
曙
を
覚
７
米のfIﾐ産駄 米のIifj段 粟 小麦 大麦 総化産額 |可左(米で）
天保13(1842） 47130俵 I俄35匁 `18240俵 999()俵 10200俵 銭4983.7貧ロ 49836.9石
文久１（1861） 477()4俵 17153.5匁 57947俵 7500俵 9013俵 銭7380.8頁目 48284.7石
え
る
。
五
町
手
永
と
正
院
手
永
と
は
異
な
る
地
域
で
あ
る
し
、
比
較
す
る
年
代
も
異
な
っ
て
お
り
、
五
一
手
、
水
中
の
一
手
氷
ず
つ
の
比
較
で
し
か
な
い
。
し
た
が
っ
て
性
急
な
結
論
を
出
す
こ
と
は
ひ
と
ま
ず
お
い
て
、
文
化
五
年
の
「
五
町
手
、
水
産
物
一
切
し
ら
へ
」
や
文
久
元
年
の
正
院
手
永
の
産
物
調
帳
な
ど
、
同
類
の
調
査
史
料
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
は
、
こ
こ
で
検
討
す
る
天
保
一
三
年
の
「惣産物調帳」と同様の調査がかなりひんぱんに行われて
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
。
そ
れ
ら
の
中
で
天
保
一
三
年
の
産
物
調
帳
だ
け
が
、
全
藩
規
模
の
産
物
調
査
を
示
す
も
の
と
し
て
偶
然
に
残
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
こ
の
天
保
一
三
年
の
「
惣
産
物
調
帳
」
は
、
同
様
の
生
産
力
調
査
が
繰
り
返
し
実
施
さ
れ
る
中
で
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
信
頼
性
の
高
い
史
料
と
い
え
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
四、「諸御郡惣産物調帳」の「惣一紙」
「惣産物調帳」は、五一の手永ごとに生産物やその金
額
な
ど
に
つ
い
て
記
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
最
後
に
全
手
永
の
分
を
合
計
し
た
「
惣
一
紙
」
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
調
査
は
ま
ず
村
ご
と
の
数
字
が
出
さ
れ
、
そ
れ
を
合
計
し
て
手
永
ご
と
の
数
字
が
出
さ
れ
、
さ
ら
に
そ
の
数
字
を
合
計
し
て
「
惣
一
紙
」
と
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
「
諸
手
氷
」
の
産
物
調
査
と
い
う
題
で
は
な
く
、
「
諸
御
郡
」
の
産
物
調
査
と
題
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
こ
の
調
査
が
、
各
手
永
の
産
物
の
状
況
を
把
握
す
る
た
め
と
い
う
よ
り
も
、
藩
領
全
域
の
産
物
の
生
産
状
況
、
藩
全
体
の
経
済
力
を
把
握
す
る
の
が
目
的
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
以
下
こ
の
「
惣
一
紙
」
に
よ
っ
て
藩
領
全
体
の
状
況
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
に
し
たい。ここ
で
一
つ
重
要
な
指
摘
を
し
て
お
き
た
い
。
こ
の
「
惣
産
物
調
帳
」
に
は
手
永
ご
と
の
数
字
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
こ
と
は
こ
の
史
料
に
は
「
五
ヵ
町
」
の
生
産
物
・
生
産
額
の
数
字
が
含
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。
熊
本
藩
で
は
最
も
重
要
な
熊
本
・
八
代
・
川
尻
・
高
瀬
・
高
橋
の
五
つ
の
町
だ
け
を
「
五
ヵ
町
」
と
し
て
町
奉
行
の
支
配
下
に
置
き
、
そ
れ
以
外
の
地
域
を
「
在
」
Ⅱ
農
村
部
と
し
て
、
郡
方
奉
行
の
支
配
下
に
置
い
て
い
た
。
「
町
」
と
は
異
な
っ
た
支
配
系
統
の
下
に
五
一
の
手
永
に
分
か
れ
て
い
た
の
で
ある。農村部にある町は「○○町」という名前で呼ばれ、
地域の中心都市としての性格が強い町であっても、「五ヵ
町」とは明確に区別され、「在町」と呼ばれて農村の一部
と
し
て
扱
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
手
永
ご
と
の
生
産
物
を
記
し
た
「
惣
産
物
調
帳
」
に
は
、
五
ヵ
町
の
生
産
物
や
生
産
活
動
の
結
果
は
全
く
含
ま
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
関
連
し
て
い
え
ば
、
こ
の
「
惣
産
物
調
帳
」
に
は
農
村
部
に
も
多
く
居
住
し
て
い
た
は
ず
の
大
工
・
左
官
・
石
工
な
ど
の
職
人
の
生
産
に
関
す
る
項
目
も
見
ら
れ
な
い
し
、
酒
造
業
な
ど
は
在
町
で
も
８
こ
の
時
期
に
は
か
な
り
行
わ
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
関
す
る
記
載
も
見
ら
れ
な
い
。
ま
た
商
業
や
交
通
業
な
ど
、
第
三
次
産
業
に
よ
る
生
産
活
動
の
結
果
も
全
く
記
さ
れ
て
い
な
い
。
「
惣
産
物
調
帳
」
を
検
討
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
こ
れ
ら
の
こ
と
を
常
に
留
意
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。
つ
ぎ
に
「
惣
一
紙
」
の
内
容
を
紹
介
す
る
が
、
高
田
手
永
の
場
合
と
同
様
に
、
史
料
の
記
述
を
分
か
り
や
す
く
示
す
た
め
に
、
説
明
を
加
え
て
編
集
し
た
り
し
て
い
る
〔
表
Ⅳ
〕
。
は
じ
め
に
こ
の
「
惣
一
紙
」
に
つ
い
て
、
そ
の
内
容
を
確
認
し
た
り
、
説
明
を
加
え
た
り
し
て
お
き
た
い
。
①
各
手
水
の
記
述
の
初
め
に
記
さ
れ
て
い
る
地
域
の
概
況
に
関
す
る
数
字
は
、
こ
の
「
惣
一
紙
」
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
こ
に
記
し
た
「
惣
人
数
」
「
高
」
「
田
畝
数
」
「
畑
畝
数
」
な
ど
の
数
字
は
、
各
手
水
ご
と
に
記
さ
れ
て
い
る
数
字
を
筆
者
が
合
計
し
て
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
の
「
惣
人
数
」
の
数
字
は
、
先
に
述
べ
た
こ
と
か
ら
す
る
と
、
武
士
や
町
人
な
ど
を
除
い
た
農
村
部
の
居
住
者
Ⅱ
「
百
姓
」
だ
け
の
人
数
と
思
わ
れ
る
。
②
「
諸
作
」
と
し
て
、
「
米
」
か
ら
「
野
菜
代
」
ま
で
五
七
品
目
の
量
と
そ
の
金
額
が
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
合
計
額
は
銭
一
七
万
五
一
七
二
賃
一
二
○
匁
と
な
っ
て
い
る
。
③
「
余
産
」
と
し
て
、
「
大
小
竹
代
」
か
ら
「
牛
馬
子
」
ま
で
の
七
九
品
目
に
、
「
他
所
へ
相
稼
ぎ
候
日
雇
賃
」
を
加
え
た
八
○
項
目
が
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
合
計
額
は
銭
一
一
万
三
○
九
一
貫
八
一
○
匁
で
あ
る
。
〔表Ⅳ〕天保13年「諸御郡惣産物調帳」の「惣一紙」
①【人口・iHi・[MImfjIi】……この｣０【(、原本になし（各手水の分を介問Ｉして記ililt）
惣人数……53刀4862人商……74万2745.2石
１１１畝数……３万9082.8111J、畑畝数……‘|万8545.5町
②【諸作】……田畑の作物、この'|そ雌総額＝17万5172賃12011
米206万2020俵く＝72〃1707ｲ｢〉代７万21701UI700H（ｌ俵＝35匁)、
野稲２〃8640俵く＝ｌノj24石〉代77311〔280[Ｉ（ｌ俵＝27匁）
粟119万790俵く＝47刀6316石〉、代２ﾉjl4341`(2201二１（ｌ俵＝１８匁）
小麦３２万4370俵く＝11〃3529.5ｲi〉、代8433質620ｔ１（ｌ俵＝26匁）
裸麦５９万7790俵く＝20ﾉj9226.5ｲi〉、代ｌノJ]358f(10匁（ｌ俵＝19匁）
大麦６０万5650俵く＝24万2260ｲi〉、代7267質800目（ｌ俵＝12匁）
大豆２９万4800仮く＝10刀3180ｲ｢〉、代7370賞|］（ｌ俵＝25匁）
小豆６万5070俵く＝２ﾉj2774.5ｲi〉、代l69111l8201］（ｌ俵＝26匁）
大角豆4430俵代］lOfl750II、空豆４万9500俵代7421ll500l1
碗豆6980俵代l741U〔3701=1,121黒１.六寸豆870俵代521Ｍ501二Ｉ
河内豆５０石８斗代910114011、蕎麦１１万260俵〈＝４万4]()4ｲi〉代19841'〔6801=｜
種子16ﾉｺﾞ2980俵代733411[１００月、黍ｌﾉJ8910俵代3781町20011,
高黍２０俵代2401三I、碑８ﾉﾉ4180俵く＝３万3672ｲi〉代6731'1〔44011、
胡麻3460俵代l731DlI1、荏7.760俵代３８賀lE1、１諏黍６ﾉJ9990俵代699賀90011,
芋１０万2652俵代4029F〔28011,唐ﾂﾐ’億7615万9900斤代ｌノゴ647賞5901二１，
藍17万5444賞'三１代1315質830月、紅ｲﾋﾟ餅］07万１０００代7491ui7001I、
煙草521万3700斤代4095fl6001]、苧２万776賃1］代795rll8011、
越後苧４５賞目代３１Ｉｌ３７０ｐ、Vli瓜４７万2100代236貰9011,瓜３３万ﾙ100代８２貫850目
南蛮瓜112万400代392fll401-l、木瓜6900荷代′１３質12011
茄子５万190荷代3581'(70011、大根7078万1600本代1264質2701」
野大根750万5800斤代3001,(230[}、千大根300〃本代６０賀１１
人参５６万6800把代９０風98011,’|:房９〃1020把代17310(29011
Ｔｌ丁皮３万l264rlI1代229fMOlj、綿１万6014賞'二１代８]7rl520I1
－９－
蘭１万4090締代150貨960月、七島１９万7160把代416賞580月
飼葉１万30締代416質660日、辛子２０俵代１質800月
胡椒４０俵代１貨600日、生姜840石代３３貨600目
とう芋170荷代１賃360俵（ママ)、烏芋５５石代５貫500回
葱３６万把代２５質90011,京菜１万4070荷代７０F1350月
塩３７万6450俵代3977貨340目、白砂糖３万5000斤代140貨目
黒砂糖３３万9850斤代509賞8001]、川薄・知f):.当帰１万8000斤代２７貨目
蒼政120俵代１賞56011、杉槍苗２１万本代５貫2501=１
野菜代1230貫930目〔〈〉内は筆者の算出による。「川茸・知母・当帰」は漢方の薬草〕
③【余産】……田畑の作物でない生産物（この生産総額＝２万3091貫810匁）
大小竹代281貫70目、竹瓦代９６F１月、板材木代１０１２貨１００日、薪代3701賞170月、
炭代276貨50目、家萱代261賞880月、櫨実代679賞900回、楮代1469賞410匁、
紙類代1358賞420目、茶代794質950月、梨千代６０貫6701=l、柿代348賃230月、
梅実代５７賞850月，栗突代４２貸710匁、椿実代１０貫790月、１１１茶花実代７０fl500目、
椎笑代６貨380月、柑類橘類代325貫860月、枇杷笑代３貰目、箏代８０貰760目、
山芋代145貫１０匁、蕨類代６０質490目、蒟蒻芋代216貫740月、葛井蕨洗代111貰330月、
茸類代131賞910匁、楊梅代６貰200回、麻何代６賞500目、渋代５賞40月、李代２賞70月、
薬種代180賞390回、蜜代６貫460月、蚕糸代121貰590月、磨砂代１０貫目、
併梠皮代７７貫290回、竹皮代１０９賃250日、椎皮代３貨300月、へらの皮代３質170目、
石灰弁紺屋灰代１１賞250回、白灰代403質250[１，青苔代３１賃630日、苔代４賞8001=l、
漆代ｌ賞500目、士糊代４貫500回、辛皮代５rl500[１，蓮根代７賞650目、小鳥芋代８負目、
山葵代520月、もやし代５賞50月、天王寺花代ｌ貧500月、葛苧代500月、
葭井蒲代４７賞7501]、閥表井遊代279貨[1、七島表代335賞7601]、蚊屋布井鰯網代７６賞5001]、
燈心代７貫500月、魚類代3662貫250月、川魚代210賞600目、貝類代228貫600目、
磯草代１６賞500日、鳥類代３４賞30月、鶏卵代450賃830回、猪鹿代４５賞600目、泥鰭代３貫目、
田螺代１１賞800月、灰土井赤土代１４賀760日、切石井細工石代264賞600月、苫代８７貨150月、
抹香代３４質170[l、銀杏・山楯子・柏実代２賀870目、素麺代１２賞目、渋団扇代216貧800月、
葛髄井蕨縄代４賀570月、焼物代３４貫400月、鋳物細工代152賞500月、瓦類代751賞１００月、
手細工品々代863賀150月、竹箒代２０貫[1、下駄草履代626賞950月、牛馬千代668賃670月、
鶴崎高H1・関両手水にて他所え相稼候l]雁賃1308賃3501ｺ｜
【総生産額・貢租額総計・余分など】
④【惣銭合】（総生産額）１９万8263貫9701]……（Ａ）
（内穀類井諸作代＝17万5172賃120月、余産代＝２万3091賞810匁）
⑤【払合】（貢租類総額）４万6520質130月＝諸上納分……（Ｂ）〈貢租率＝23.5％（Ｂ÷Ａ）〉
⑥【残り】１５万1743賞840回
⑦⑥の使途（内容）
農具代……3079貸990月
買肥代……１万4004質730回
粗物代……７万7875貫710匁、この米７７万8757石１斗
（総人数５３万4860人、閏月を加え１ケ年3641]、ｌＨｌ人につき４合宛）
⑧余分……５万6783賀410匁（総人数１人につき106匁余）
④
「
惣
銭
合
」
と
し
て
②
と
③
の
合
計
額
が
銭
一
九
万
八
一
一
六
三
貫
九
七
○
匁
と
記
さ
れ
（
史
料
の
ま
ま
の
数
字
、
合
計は合致しない）、「諸上納分」と
し
て
貢
租
の
総
額
が
銭
四
万
六
五
二
○
貫
一
三
○
匁
と
記
さ
れ
て
い
る
。
⑤
農民側の手元に残る可処分所得は、
銭
一
五
万
一
七
四
三
賞
八
四
○
匁
と
記
さ
れ
て
お
り
、
必
要
経
費
と
し
て
「
農
具
代
」
が
銭
三
○
七
九
貢
九
九
○
匁
、
「
買
肥
代
」
が
銭
一
万
四
○
○
四
貢
七
三
○
匁
、
「
粗
物
代
」
が
銭
七
万
七
八
七
五
貫
七
一
○
匁
と
記
さ
れ
て
い
る
（
「
根
物
代
」
は
、
前
記
の
高
田
手
永
の
場
合
同
じ
く
、
一
年
は
三
六
四
日
で
、
一
日
一
人
四
合
ず
っ
と
し
て
計
算
）
。
⑥
「
余
分
」
と
し
て
銭
五
万
六
七
八
三
負
四
一
○
匁
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
「
惣
人
数
」
Ⅱ
五
三
万
四
八
六
○
人
で
割
る
と
、
一
人
当
り
の
「
余
分
」
は
銭
（
藩
札
で
）
一
○
六
・
三
匁
と
な
る
。
藩
札
一
匁
Ⅱ
七
○
文
で
あ
る
か
ら
、
銭
貨
で
1０
五、天保一一一一年の総生産高
こ
こ
で
「
惣
一
紙
」
の
記
述
か
ら
、
天
保
期
の
熊
本
藩
の
総
生
産
額
が
、
米
の
「
石
高
」
で
ど
れ
く
ら
い
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
っ
たかを見てみたい。まず第一に、天保一三年（一八四一一）
の
総
生
産
高
Ⅱ
「
惣
銭
合
」
一
九
万
八
一
一
六
三
賃
九
七
○
匁
が
米
で
何
石
に
な
る
か
を
見
て
み
よ
う
。
「
惣
一
紙
」
に
は
米
の
生
産
量
は
一
一
○
六
万
二
○
二
○
俵
で
、
そ
の
金
額
は
七
万
一
一
一
七
○
・
七
貫
と
記
さ
れ
て
い
る
。
当
時
の
熊
本
藩
の
米
一
俵
は
三
・
五
斗
で
あ
っ
た
の
で
、
こ
の
俵
数
は
七
二
万
一
七
○
七
石
に
あ
た
る
。
つ
ぎ
に
金
額
と
比
較
す
る
と
米
一
石
Ⅱ
銭
（
藩
札
）
一
○
○
匁
で
計
算
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
天
保
一
三
年
の
総生産高Ⅱ一九万八一一六三貢九七○匁を米に換算すると一
九八万一一六一一一九・七石であり、ほぼ二○○万石というこ
は
七
貫
四
四
一
文
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
例
え
ば
五
人
家
族
の
場
合
は
、
一
年
の
「
余
分
」
は
五
三
一
・
五
匁
、
銭
貨
で
は
一
二
七
貢
二
○
五
文
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
数
字
は
も
ち
ろ
ん
単
な
る
平
均
値
で
あ
り
、
多
く
の
農
民
が
こ
の
よ
う
な
高
額
の
「
余
分
」
を
手
に
し
て
い
た
と
は
と
て
も
考
え
ら
れ
な
い
。
し
か
し
数
字
と
し
て
は
、
こ
の
よ
う
な
数
字
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
、
そ
れ
が
社
会
全
体
で
は
ど
の
よ
う
な
現
象
に
な
っ
て
表
れ
る
か
に
つ
い
て後ほど検討したい。
と
に
な
る
。
こ
の
数
字
に
は
「
余
産
」
、
つ
ま
り
農
作
物
以
外
の
生
産
額
も
含
まれている。「板材木代」「薪代」「炭代」などは現代風に
考
え
れ
ば
林
業
の
産
物
に
あ
た
る
と
思
わ
れ
る
し
、
「
紙
類
代
」
「
素
麺
代
」
「
鋳
物
細
工
代
」
「
瓦
類
代
」
な
ど
は
手
工
業
の
産
物
で
あ
り
、
「
魚
類
代
」
「
川
魚
代
」
「
貝
類
代
」
「
磯
草
代
」
な
ど
は
水
産
業
の
産
物
に
あ
た
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
「
余
産
」
の
項
の
最
後
に
あ
る
「
日
雇
賃
」
は
出
稼
ぎ
労
働
者
の
賃
金
で
あ
り
、
約
二
○
○
万
石
と
い
う
数
字
は
こ
の
よ
う
な
農
業
以
外
の
産
業
の
収
入
も
含
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
江
戸
時
代
は
、
漁
業
者
も
林
業
者
も
漁
師
も
工
業
従
事
者
も
農
村
部
の
居
住
者
は
す
べ
て
「
百
姓
」
で
あ
り
、
商
業
従
事
者
も
農
村
部
に
居
住
し
て
い
る
限
り
「
百
姓
」
で
あ
っ
た
の
で
、
こ
の
二
○
○
万
石
と
い
う
数
字
は
江
戸
時
代
の
農
村
社
会
の
収
入
総
額
と
し
て
、
別
に
不
合
理
な
数
字
と
は
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
こ
の
数
字
は
米
の
値
段
を
も
と
に
便
宜
上
算
出
し
た
数
字
で
あ
り
、
正
し
い
生
産
力
を
示
す
も
の
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
更
な
る
考
察
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
つ
ぎ
に
少
し
視
点
を
か
え
て
、
実
際
の
食
料
生
産
量
が
ど
れ
ほ
ど
で
あ
っ
た
か
と
い
う
視
点
か
ら
検
討
し
て
み
た
い
。
熊
本
藩
で
は
米
・
小
麦
・
裸
麦
・
大
小
豆
は
三
・
五
斗
で
一
俵
、
大
麦
・
粟
・
〈脳）
蕎
麦
・
胡
麻
・
荏
胡
・
稗
は
四
斗
で
一
俵
で
あ
っ
た
。
こ
れ
で
換
算
す
る
と
、
「
惣
一
紙
」
の
表
中
に
も
記
し
た
が
、
粟
は
四
七
万
六
１１
一一一一六石、小麦は一一万一一一五一一九・五万石、大麦は一一四
万一一一一六○石、裸麦は一一○万九一一二六・五石、大豆は一
○万三一八○石、小豆は一一万一一七七四・五万石、蕎麦は
四万四一○四石、稗は三万一一一六七二石となり、穀類八品
目
の
合
計
は
一
一
一
四
万
五
○
六
二
・
五
石
と
な
る
。
こ
れ
ら
の
穀
物のカロリーは米と大きな差はない。この八品目に「米」
と「野稲」の量Ⅱ七三万一七一一一一石を加えると一九七万
石
六
七
九
三
・
五
石
と
な
る
。
食
料
用
の
穀
類
だ
け
で
考
え
て
も
約
二
○
○
万
石
近
い
生
産
量
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。
これら一○品目以外にもいろいろな食料品があげられて
い
る
が
、
と
く
に
量
が
多
い
の
が
「
唐
芋
」
（
さ
つ
ま
い
も
）
で
あ
る
。
こ
の
「
唐
芋
」
の
量
Ⅱ
一
億
七
六
一
五
・
九
九
万
斤
を
ト
ン
数
に
直
す
と
、
一
斤
Ⅱ
六
○
○
グ
ラ
ム
と
し
て
約
一
○
・
五
七
万
ト
ン
に
な
る
。
こ
れ
を
米
の
重
さ
一
石
Ⅱ
一
五
○
キ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
計
算
す
る
と
、
米
七
○
万
四
六
四
○
石
に
相
当
す
る
。
唐
芋
の
カ
ロ
リ
ー
は
米
の
一
一
一
七
～
三
八
％
で
あ
る
の
で
、
そ
の
点
を
考
慮
し
て
計
算
す
る
と
、
米
で
約
二
六
万
石
に
相
当
す
る
。
も
ち
ろ
ん江戸時代の人々がカロリー計算をするはずはないので、
「
唐
芋
」
の
量
は
実
際
に
は
も
っ
と
多
量
の
食
料
と
し
て
受
け
と
め
ら
れ
て
い
た
筈
で
あ
る
。
唐
芋
以
外
に
も
、
代
銭
五
○
○
貫
以
上
の食料品として「芋」Ⅱ銭四○二九・二八貫目、「大根」Ⅱ
一二六四・一一七貫目、「空豆」Ⅱ七四一一・五貢目、「唐黍」Ⅱ
六
、
生
産
力
発
展
の
理
由
こ
の
よ
う
に
俗
に
「
肥
後
五
四
万
石
」
と
い
わ
れ
る
熊
本
藩
の
生
産
力
は
、
実
際
に
は
二
○
○
万
石
を
超
え
る
ほ
ど
だ
っ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
生
産
力
の
発
展
は
ど
の
よ
う
に
し
て
も
た
ら
き
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
一
般
的
に
い
っ
て
農
業
生
産
力
は
、
年
月
の
経
過
に
と
も
な
う
耕
地
の
拡
大
、
技
術
の
進
展
、
二
毛
作
地
の
増
加
な
ど
に
よ
っ
て
絶
え
間
な
く
増
大
し
て
い
く
。
こ
の
よ
う
な
一
般
的
な
事
情
の
上
に
、
こ
の
時
期
の
熊
本
藩
で
と
く
に
考
え
られることは、享和三年（一八○一一一）から実施、翌年に
修
正
実
施
さ
れ
た
「
請
免
」
の
制
度
で
あ
る
。
こ
れ
は
全
国
的
に
は
「
定
免
」
と
い
わ
れ
る
制
度
で
、
こ
の
と
き
採
用
さ
れ
た
「
請
六
九
九
・
九
貫
目
な
ど
も
見
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
食
料
品
と
い
う
面
か
ら
み
た
熊
本
藩
領
の
生
産
力
は
、
大
ま
か
に
い
っ
て
二
五
○
万
石
ほ
ど
は
あ
っ
た
と
考
え
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
し
、
さ
ら
に
食
料
以
外
の
諸
生
産
物
も
含
め
て
考
え
れ
ば
、
こ
の
時
期
の
熊
本
藩
の
五
一
の
手
水
の
生
産
力
は
、
米
の
石
高
に
換
算
し
て
二
五
○
万
石
を
超
え
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
先
述
の
よ
う
に
「
惣
産
物
調
帳
」
に
は
熊
本
町
を
は
じ
め
と
す
る
「
五
ヵ
町
」
の
数
字
は
入
っ
て
い
な
い
の
で
、
そ
れ
を
考
慮
に
い
れ
れ
ば
、
熊
本
藩
領
の
生
産
力
は
二
五
○
万
石
を
か
な
り
上
ま
わ
る
も
の
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
－１２－
免」の制度は過去一一一○年間の平均年貢率にもとづいて一
定
額
の
年
貢
を
納
入
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
「
請
免
」
と
い
う
言
葉
は
、
そ
の
一
定
額
の
年
貢
納
入
を
各
手
永
に
請
け
負
わ
せ
る
と
い
う
意
味
と
い
わ
れ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
「
上
米
」
。
歩
半
米
」
な
ど
の
付
加
税
も
含
め
て
「
高
」
の
三
八
％
を
年
貢
と
し
て
納
入
さ
せ
る
「
請
免
」
の
制
度
が
実
施
さ
れ
た
。
「
上
米
」
は
付
加
税
で
藩
全
体
で
二
万
石
を
納
入
さ
せ
る
も
の
。
「
一
歩
半
米
」
は
請
免
の
年
貢
量
を
凶
作
時
で
も
納
入
で
き
る
よ
う
に
、
総
高
の
一
・
五
％
を
徴
収
し
て
各
手
永
に
そ
れ
を
備
蓄
し
て
お
く
も
の
で
あ
る
。
こ
の
「
請
免
」
で
納
入
さ
れ
る
年
貢
高
は
二
七
万
四
二
○
七
石
余
と
（Ⅱ）
い｛うｏ「請
免
」
の
制
度
は
そ
の
年
々
の
出
来
具
合
に
よ
っ
て
年
貢
を
決
め
る
「
検
見
法
」
に
比
ぺ
て
、
利
害
得
失
が
い
ろ
い
ろ
言
わ
れ
て
い
る
が
、
一
般
的
に
は
耕
作
者
の
努
力
次
第
で
収
穫
が
増
加
、
収
入
が
増
大
す
る
仕
組
み
で
あ
る
た
め
、
農
民
の
生
産
意
欲
を
向
上
さ
せ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
熊
本
藩
の
「
請
免
」
も
そ
の
よ
う
な
効
果
が
み
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
請
免
の
実
施
か
ら
一
○
年
ほ
ど
た
っ
た
文
化
一
一
年
つ
八
一
四
）
に
、
藩
当
局
は
年
貢
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
各
郡
の
「
郡
代
」
（
郡
政
の
長
）
た
ち
か
ら
意
見
書
を
提
出
さ
せ
て
い
る
。
こ
の
と
き
八
代
郡
の
郡
代
Ⅱ
河
部
仙
吾
は
「
請
御
免
の
儀
、
有
難
奉
存
居
不
申
候
ケ
所
も
可
有
御
座
奉
存
候
得
共
：
：
：
先
は
十
二
七
八
勧
農
二
基
、
請
御
免
二
安
居
申
候
と
奉
考
候
」
と
、
八
代
郡
の
農
村
に
は
請
免
に
納
得
し
て
い
な
い
所
も
あ
る
が
、
七
～
八
割
の
地
域
で
は
請
免
に
不
満
を
持
っ
て
い
な
い
と
報
告
し
て
い
る
。
ま
た
小
国
・
久
住
の
郡
代
Ⅱ
不
破
敬
次
郎
は
「
請
御
物
成
定
上
納
・
諸
出
米
銀
相
納
候
得
は
、
精
力
を
尽
出
来
増
分
ハ
、
作
徳
を
得
申
候
味
を
覚
、
以
前
の
手
入
よ
り
ハ
肥
等
十
倍
の
違
に
て
、
．
…
：
御
惣
庄
屋
共
已
下
村
役
人
共
、
老
農
の
も
の
共
迄
、
七
八
歩
通
は
請
免
を
好
申
候
山
」
と
、
請
免
は
年
貢
の
納
入
さ
え
済
ま
せ
れ
ば
、
増
収
分
は
自
分
の
増
収
と
な
る
の
で
、
以
前
よ
り
は
肥
料
も
一
○
倍
使
用
し
…
…
手
水
や
村
の
役
人
を
は
じ
め
、
老
農
た
ち
も
七
～
八
割
の
者
は
請
免
の
方
が
よ
い
（旧）
と
し
て
い
る
と
い
う
報
上
ロ
を
提
出
し
て
い
る
。
こ
の
不
破
敬
次
郎
の
報
告
で
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
、
請
免
の
実
施
に
と
も
な
う
肥
料
の
使
用
量
の
増
加
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
「
惣
産
物
調
帳
」
に
一
反
あ
た
り
一
年
に
銭
二
○
匁
の
「
買
肥
」
を
使
用
す
る
と
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
（
表
Ｉ
の
高
田
手
水
の
場
合
）
、
農
民
た
ち
が
自
己
の
収
益
を
増
加
さ
せ
る
た
め
「
買
肥
」
の
使
用
量
を
増
加
さ
せ
て
お
り
、
そ
れ
が
生
産
力
の
増
大
に
大
き
な
貢
献
を
果
た
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
実
施
か
ら
一
七
年
後
の
文
政
三
年
（
一
八
一
一
○
）
に
は
、
手
永
の
長
で
あ
る
惣
庄
屋
た
ち
の
会
合
で
「
上
下
の
為
合
（
し
あ
わ
せ
）
よ
く
」
と
い
う
こ
と
で
、
請
免
の
「
無
年
限
」
の
延
長
申
請
が
な
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
天
保
九
年
（
一
八
三
八
）
の
沼
山
津
手
永
の
１３
記
録
に
よ
る
と
、
以
前
は
零
落
村
だ
っ
た
村
が
天
保
段
階
に
は
上
段
の
村
に
な
っ
た
所
も
見
ら
れ
、
ほ
と
ん
ど
の
村
で
人
畜
が
増
加
し
て
お
り
、
請
免
の
実
施
は
村
々
の
経
済
力
を
高
め
る
効
果
が
あ
つ
（肥）
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
い
う
。
「
惣
産
物
調
帳
」
は
請
免
が
実
施
さ
れ
て
か
ら
三
五
年
ほ
ど
を
経
た
時
期
の
も
の
で
あ
り
、
そ
の
効
果
が
あ
ら
わ
れ
、
生
産
力
の
発
展
が
見
ら
れ
た
こ
と
が
そ
の
数
字
に
表
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
さ
ら
に
嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）
の
史
料
に
は
、
手
永
役
人
の
言
葉
と
し
て
「
請
御
免
二
付
て
は
、
諸
御
郡
村
々
一
致
ニ
カ
田
相
励候淳朴の風儀一一赴候間、不知々々下方の作徳も相増、
第
一
は
凶
荒
の
年
柄
一
一
も
貢
納
の
御
規
則
相
動
不
申
、
誠
二
以
上
下御得益の御良法――て、何方も勧農二相基キ、奉恐悦候」
（、｝
と
記
さ
れ
て
い
る
。
請
免
は
藩
に
と
っ
て
は
、
凶
荒
の
年
で
あ
っ
て
も
一
定
の
年
貢
が
納
入
さ
れ
る
し
、
村
々
で
は
一
致
し
て
農
業
に
励
み
、
農
民
の
収
入
も
増
加
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
藩
に
も
農
民
に
も
得
益
の
あ
る
「
御
良
法
」
で
あ
り
、
「
恐
悦
」
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
と
い
う
。
こ
の
よ
う
な
状
況
が
前
述
の
五
町
手
永
の
場
合
に
見
た
よ
う
に
、
三
四
年
間
ほ
ど
で
畑
地
面
積
が
一
・
五
倍
増
、
米
の
生
産
量
の
一
・
四
倍
増
な
ど
の
数
字
に
な
っ
て
現
わ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
七、天保一一一一年の貢租率
こ
こ
で
「
惣
一
紙
」
に
見
ら
れ
る
天
保
一
三
年
の
貢
租
率
が
ど
れ
ほ
ど
で
あ
っ
た
か
を
見
て
み
よ
う
。
「
惣
一
紙
」
に
は
藩
全
体
の
貢
租
額
と
し
て
、
各
手
永
の
分
を
合
計
し
た
金
額
だ
け
が
「
諸
上
納
分
四
万
六
五
一
一
○
貢
一
三
○
匁
」
と
、
一
括
し
て
記
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
総
生
産
額
の
な
か
に
占
め
る
貢
租
額
の
総
計
が
何
パ
ー
セ
ン
ト
に
な
る
か
の
計
算
は
簡
単
で
、
「
諸
上
納
分
」
は
「惣銭合」Ⅱ一九万八二六一二貫九七○月の一一一二・五％とな
る。貢租負担率は、思いがけないほど低いと一一一一口ってもよ
い
く
ら
い
の
数
字
で
あ
る
。
常
識
的
に
は
農
民
は
重
い
負
担
に
あ
え
い
で
い
た
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
持
た
れ
て
い
る
が
、
本
稿
で
明
ら
か
に
な
っ
た
総
生
産
額
は
約
二
○
○
万
石
と
い
う
こ
と
で
計
算
す
れ
ば
、
総
生
産
額
の
四
分
の
一
に
も
達
し
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
熊
本
藩
の
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
の
公
式
の
石
高
は
七
八
・
六
万
石
と
さ
れ
、
正
税
三
○
・
五
万
石
、
諸
税
七
・
（Ⅲ）
一
二
万
石
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
場
合
を
計
算
す
れ
ば
貢
租
率
は
四
八
％
、
つ
ま
り
約
五
○
％
と
な
り
〃
常
識
的
〃
な
数
字
で
あ
ろ
う
。
ま
た
こ
の
「
惣
一
紙
」
の
表
に
見
ら
れ
る
「
諸
上
納
分
」
四
万
六
五一一○貫一一一一○日を米の量に換算した数字Ⅱ四六万五二○
一・三石を、同じ「惣一紙」の「高」Ⅱ七四万一一七四五・
二
石
に
対
す
る
貢
租
と
し
て
計
算
し
て
み
る
と
、
貢
租
率
は
六
二
・
１４
六
％
と
な
り
、
こ
れ
も
従
来
考
え
ら
れ
て
い
た
年
貢
率
の
範
囲
内
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
実
際
の
生
産
力
は
、
す
で
に
天
保
期
に
二
○
○
万
石
以
上
に
達
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
「
高
」
を
二○○万石として計算した貢租率は一一一一一・五％に過ぎなかっ
た
の
で
あ
る
。
貢
租
の
負
担
が
農
民
の
生
活
を
不
可
能
に
す
る
ほ
ど
の
過
重
さ
で
あ
っ
た
と
い
う
の
は
、
こ
こ
で
見
た
よ
う
な
四
八
％
と
か
六
二
・
六
％
の
よ
う
な
表
面
的
な
数
字
を
実
際
の
貢
租
率
と
理
解
し
て
言
わ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
と
こ
ろ
で
こ
の
「
惣
産
物
調
帳
」
に
記
さ
れ
て
い
る
「
諸
上
納
分
」
は
、
貢
租
の
全
額
を
示
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
よ
く
考
え
て
み
る
と
、
こ
の
数
字
は
藩
に
納
入
す
る
貢
租
だ
け
を
示
し
て
お
り
、
手
永
や
村
の
入
用
に
あ
て
る
経
費
の
分
は
入
っ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
「
惣
産
物
調
帳
」
を
作
成
し
た
目
的
が
藩
全
体
の
財
政
状
況
を
把
握
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
手
永
や
村
の
経
費
に
関
す
る
こ
と
は
記
さ
れ
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
熊
本
藩
の
政
治
の
あ
り
方
を
み
る
と
、
今
で
は
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
が
、
手
永
や
村
の
こ
と
に
つ
い
て
藩
は
原
則
と
し
て
一
切
財
政
支
出
は
し
て
い
な
い
。
ま
れ
に
藩
財
政
か
ら
支
出
す
る
場
合
も
あ
る
が
、
そ
れ
は
資
金
貸
付
と
い
う
形
で
あ
り
、
手
永
や
村
の
側
か
ら
は
「
拝
借
」
と
呼
ば
れ
、
利
子
を
つ
け
て
返
済
す
る
義
務
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
藩
の
財
政
と
は
関
係
な
い
「
手
永
入
用
」
や
「
村
入
用
」
は
こ
の
調
査
か
ら
省
か
れ
た
可
能
性
が
高
い
。
こ
の
こ
と
を
問
題
に
す
る
の
は
、
圭
室
諦
成
氏
が
「
惣
庄
屋
・
庄
屋
の
課
す
る
附
加
税
を
計
算
に
い
る
れ
ば
、
（
貢
租
率
は
）
六
割
（Ⅲ）
以
上
に
も
達
し
た
で
あ
ろ
う
」
と
述
ぺ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
手
永
や
村
の
財
政
に
必
要
な
貢
租
に
相
当
す
る
農
民
の
負
担
が
含
ま
れ
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
場
合
、
そ
れ
は
ど
う
し
た
ら
推
計
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
解
決
の
ヒ
ン
ト
は
明
治
三
年
二
八
七
○
）
の
実
学
党
政
権
に
よ
る
雑
税
廃
止
の
史
料
の
中
に
あ
っ
た
。
廃
止
さ
れ
た
雑
税
の
総
量
は
米
八
万
九
八
三
六
石
で
あ
り
、
そ
の
内
訳
は
「
上
ヶ
米
」
二
万
石
、
「
口
米
三
稜
」
二
万
七
八一一一七・八万石、「一歩半米」一万一四四三・六石で、残
り
の
三
万
五
五
四
・
六
石
が
「
会
所
井
村
出
米
銀
」
と
な
っ
て
い
（加）
る。この「会所井村出米銀」が手、水と村の入用分である。
こ
の
入
用
分
は
、
そ
の
あ
り
方
か
ら
考
え
て
年
に
よ
る
増
減
は
少
な
い
と
思
わ
れ
る
。
天
保
一
三
年
の
米
の
値
段
は
前
述
の
通
り
一
石
Ⅱ
銭
一
○
○
匁
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
で
計
算
す
る
と
、
手
永
・
村
の
入
用
は
銭
で
三
○
五
五
・
四
六
貢
と
な
る
。
こ
れ
を
「
諸
上
納
分
」
に
加
え
る
と
、
貢
租
の
総
額
は
四
万
九
五
七
五
・
五
九
貫
と
な
る
。
こ
の
金
額
が
「
惣
銭
合
」
（
総
生
産
額
）
に
占
め
る
割
合
を
計
算
す
る
と
、
手
永
・
村
入
用
を
加
え
た
貢
租
率
は
二
五
・
八
％
と
な
る
。
圭
室
諦
成
氏
の
述
べ
る
よ
う
な
高
い
貢
租
率
に
は
な
り
得
な
い
こ
と
が
分
か
る
の
で
あ
る
。
大
ま
か
に
考
え
て
、
こ
の
－１５－
時
期
の
熊
本
藩
領
に
お
け
る
貢
租
負
担
率
は
実
際
の
生
産
額
の
四
分
の
一
ほ
ど
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
こ
の
よ
う
な
今
ま
で
の
常
識
と
は
全
く
異
な
る
ほ
ど
の
低
い
貢
租
率
と
な
っ
た
理
由
は
、
ひ
と
え
に
先
述
し
た
よ
う
な
生
産
力
の
向
上
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
念
の
た
め
に
貢
租
率
が
低
く
なく皿）
る理由を確認しておきたい。〔図Ｉ〕を利用して説明する。
「
請
免
」
が
実
施
さ
れ
た
時
の
生
産
額
を
太
い
線
の
円
（
１
）
で
表
わ
す
と
す
る
。
そ
の
う
ち
（
Ａ
）
を
貢
租
、
（
Ｂ
）
を
農
民
側
の
取
分
と
す
る
。
生
産
力
（
生
産
額
）
が
増
大
し
て
円
（
２
）
の
状
態
に
な
っ
た
場
合
、
貢
租
Ⅱ
（
Ａ
）
は
一
定
で
あ
る
の
で
、
円
（
１
）
と
円
（
２
）
と
の
間
の
部
分
Ⅱ
増
加
分
は
す
べ
て
農
民
側
の
取
分
と
な
り
、
（
Ｂ
）
の
量
が
増
大
し
て
い
く
。
こ
の
よ
う
に
し
て
時
間
【図１】領主の取分と農民の取分の関係
八、生産力の発展、「余分」増大の影響
い
ま
ま
で
述
べ
た
よ
う
に
、
熊
本
藩
の
生
産
高
が
、
米
の
量
に
換
算
し
て
実
質
で
は
二
○
○
万
石
以
上
に
達
し
、
生
産
者
側
の
貢
租
負
担
率
が
そ
の
四
分
の
一
ほ
ど
で
あ
っ
た
こ
と
は
社
会
全
体
に
ど
の
よ
う
な
変
化
を
も
た
ら
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
一
つ
に
は
、
こ
の
調
査
に
「
余
分
」
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
農
民
の
生
活
に
余
裕
が
で
き
て
き
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
熊
本
藩
で
は
江
戸
中
期
以
降
、
藩
財
政
の
困
難
を
補
う
方
策
の
一
つ
と
し
て
、
町
人
・
百
姓
か
ら
「
寸
志
」
（
献
金
）
を
出
さ
せ
、
そ
の
額
に
応
じ
て
「
在
御
家
人
」
の
身
分
や
そ
の
他
の
特
権
を
与
え
る
制
度
を
整
え
て
い
っ
た
が
、
そ
の
寸
志
を
出
し
て
苗
字
帯
刀
な
ど
の
権
利
を
得
る
人
の
数
が
、
年
を
経
る
に
し
た
が
っ
て
増
加
し
て
い
っ
た
。
農
村
部
居
住
の
武
士
身
分
Ⅱ
「
在
御
家
人
」
の
な
か
で
最
も
高
い
地
位
で
あ
る
「
士
席
浪
人
格
」
に
は
、
百
姓
身
分
か
ら
は
銭
（
藩
札
）
一
八
賞
目
（
現
銭
で
一
二
六
○
貫
文
）
の
寸
志
が
必
要
で
あ
っ
た
が
、
最
も
低
い
寸
志
額
で
の
苗
字
刀
御
免
の
身
分
と
な
る
「
郡
代
直
触
」
の
場
合
の
寸
志
額
は
銭
一
貫
五
○
○
目
が
経
過
す
る
に
つ
れ
て
、
一
般
的
に
は
生
産
力
が
増
大
し
、
農
民
側
の
取
分
は
増
加
し
て
い
く
。
そ
の
結
果
が
、
こ
の
天
保
一
三
年
の
場
合
の
よ
う
に
生
産
額
の
四
分
の
一
と
い
う
数
字
に
な
っ
て
表
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
1６
で
あ
り
、
「
苗
字
御
免
」
だ
け
の
場
合
は
銭
一
貫
目
で
あ
っ
た
。
ま
た
最
も
低
い
金
額
で
得
ら
れ
る
特
権
Ⅱ
「
傘
御
免
」
（
柄
の
つ
い
た
傘
を
差
す
権
利
）
の
身
分
に
な
る
に
は
銭
二
○
○
目
（
同
一
囚
貫
（型）
文
）
の
「
寸
志
」
と
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
銭
一
一
○
○
目
と
い
う
金
額
は
、
さ
き
に
検
討
し
た
天
保
一
三
年
の
調
査
結
果
で
は
、
農
村
部
人
口
の
二
人
分
の
「
余
分
」
に
過
ぎ
な
い
し
、
ま
た
苗
字
御
免
の
た
め
に
必
要
な
一
貫
目
は
、
五
人
家
族
の
「
余
分
」
の
二
年
間
分
ほ
ど
の
金
額
で
あ
る
。
そ
の
た
め
天
保
期
に
な
る
と
多
く
の
百
姓が「傘御免」や「苗字御免」の権利を得るようになり、
天
保
一
一
年
（
一
八
四
○
）
に
は
藩
全
体
で
村
の
三
分
の
一
以
上
｛邸）
が
「
傘
御
免
」
の
状
況
に
な
っ
て
い
た
と
い
う
。
ま
た
玉
名
郡
南
関手永の「在御家人」（「郡代直触」以上の身分）の数は、
文
化
八
年
（
一
八
三
）
に
は
八
五
人
だ
っ
た
の
が
、
文
政
五
年
（一八一三）には一○一人、天保一四年には一四六人に増
加
し
た
と
い
う
。
同
様
に
玉
名
郡
坂
下
手
永
で
は
二
三
人
↓
五
五
（蜘）
人
↓
一
○
九
人
と
在
御
家
人
が
増
加
し
て
い
る
。
天
保
一
四
年
の
史料には「在御家人の儀、逐年人数相増・…：彩敷員数二
相
成
：
…
・
際
限
も
無
之
、
…
…
以
後
は
小
前
の
者
よ
り
民
籍
を
離
候
寸
志
は
容
易
二
不
被
召
上
、
礼
服
・
傘
内
望
の
寸
志
は
一
切
不
（班）
被
召
上
筈
二
候
」
と
あ
る
。
寸
志
提
供
者
の
急
激
な
増
大
は
、
封
建
社
会
の
身
分
制
の
崩
壊
を
ひ
き
お
こ
す
ほ
ど
に
な
り
、
藩
当
局
は寸志制度そのものの見直しを行わざるを得ない状況に陥っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
情
勢
は
年
を
経
る
に
し
た
が
っ
て
顕
著
と
な
っ
て
い
っ
た
。
明
治
初
期
の
状
況
を
示
す
『
郡
村
誌
抄
』
を
み
る
と
、
ほ
ん
ら
い
「
在
」
Ⅱ
農
村
で
あ
る
地
域
、
つ
ま
り
全
員
が
「
百
姓
」
で
あ
る
は
ず
の
農
村
部
で
「
士
族
」
の
比
率
が
非
常
に
高
い
こ
と
が
分
か
る
。
た
と
え
ば
高
橋
村
（
現
熊
本
市
）
は
七
八
戸
の
う
ち
一
三戸Ⅱ一六・七％が士族であり、同様の例は浜町（現山都
町
、
旧
矢
部
町
）
一
四
・
三
％
、
木
山
町
（
現
益
城
町
）
一
○
％
、
岩
下
村
（
現
甲
佐
町
）
一
二
・
七
％
、
今
村
（
現
熊
本
市
の
う
ち
（鋼）
出水町）一二五・一二％など枚挙にいとまないほどである。
こ
の
よ
う
な
状
況
は
、
当
然
に
商
品
貨
幣
経
済
の
進
展
を
も
た
ら
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
「
惣
産
物
調
帳
」
の
「
諸
作
」
の
項
目
に
は
、
藍
・
紅
花
餅
・
煙
草
・
綿
・
蘭
な
ど
の
商
品
作
物
や
、
千
大
根・西瓜・生姜・京菜など都市向けの野菜と思われるもの、
白
砂
糖
・
黒
砂
糖
な
ど
贄
沢
品
と
考
え
ら
れ
る
も
の
も
見
ら
れ
る
。
ま
た
「
余
産
」
の
項
目
に
記
さ
れ
て
い
る
品
目
の
中
に
は
、
梨
子
・
柿
・
栗
・
枇
杷
実
・
李
．
も
や
し
．
山
葵
・
鶏
卵
な
ど
の
食
品
、
板材木・紙類・藺表井産・蚊屋布井鰯網・切石井細工石・
渋
団
扇
・
焼
物
・
瓦
・
鋳
物
細
工
・
下
駄
草
履
な
ど
手
工
業
製
品
、
魚
類
・
川
魚
類
・
貝
類
・
青
苔
な
ど
の
水
産
業
関
係
の
産
物
な
ど
、
農
村
部
か
ら
都
市
部
へ
出
荷
さ
れ
る
商
品
と
思
わ
れ
る
項
目
が
非
常
に
多
く
記
さ
れ
て
い
る
。
－１７－
商
品
貨
幣
経
済
の
発
達
は
、
こ
れ
ま
で
発
行
さ
れ
る
た
び
ご
と
に
混
乱
を
引
き
起
こ
し
、
失
敗
に
終
わ
っ
て
い
た
藩
札
の
安
定
的
な
流
通
を
可
能
に
し
た
。
熊
本
藩
の
藩
札
は
宝
永
年
間
二
七
○
四
～
一
七
一
○
）
か
ら
延
享
年
間
二
七
四
四
～
一
七
四
七
）
に
か
け
て
数
回
「
銀
札
」
が
発
行
さ
れ
た
が
、
い
ず
れ
も
経
済
混
乱
を
引
き
起
こ
し
た
り
し
て
中
止
に
追
い
込
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
後
約
五
○
年
の
中
断
期
間
を
お
い
て
、
寛
政
四
年
（
一
七
九
二
）
に
「預」とよばれる藩札が発行された。これは以前の「銀札」
と
同
様
に
「
匁
」
が
通
貨
単
位
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
が
、
「
銭
一○匁」などのように「銭」の金額が記されており、「銭
一
匁
」
は
銭
貨
七
○
文
と
定
め
ら
れ
て
い
た
。
そ
し
て
「
預
」
と
い
う
名
称
が
示
す
よ
う
に
、
預
か
り
証
文
の
一
種
と
い
う
形
で
発
行
さ
れ
た
紙
幣
で
あ
り
、
い
わ
ば
「
銭
札
」
と
で
も
呼
ぶ
べ
き
藩
札
で
あ
っ
た
。
こ
の
藩
札
Ⅱ
「
預
」
も
以
前
の
「
銀
札
」
と
同
様
に
、
発
行
ま
も
な
く
一
時
的
に
経
済
混
乱
を
引
き
起
こ
し
た
が
、
そ
の
混
乱
は
や
が
て
治
ま
り
、
以
後
は
明
治
に
な
る
ま
で
順
調
に
（”）
流
通
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
金
銀
銭
貨
に
代
わ
っ
て
藩
札
Ⅱ
紙
幣
が
安
定
的
に
流
通
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
熊
本
藩
に
限
ら
ず
全
国
一
般
的
な
現
象
で
あ
る
が
、
熊
本
藩
に
お
い
て
こ
の
段
階
で
藩
札
が
安
定
的
に
流
通
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
今
ま
で
述
べ
た
よ
う
な
生
産
力
の
発
展
Ⅱ
経
済
の
発
展
に
よ
っ
て
、
紙
幣
が
経
済
流
通
の
手
段
と
し
て
皆
の
信
用
を
得
て
流
通
す
る
段
階
に
達
し
た
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
経
済
の
進
展
、
社
会
全
体
に
お
け
る
富
の
増
大
は
当
然
、
人
々
の
間
に
貧
富
の
格
差
を
も
生
み
だ
し
た
で
あ
ろ
う
。
農
村
内
部
で
は
困
窮
化
し
て
田
畑
を
手
放
す
農
民
が
出
る
一
方
、
余
裕
の
あ
る
農
民
は
手
放
さ
れ
た
農
地
を
買
い
取
っ
て
地
主
化
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
階
層
分
化
、
農
民
層
の
分
解
な
ど
と
い
わ
れ
る
状
況
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
明
治
維
新
史
の
研
究
に
お
い
て
全
国
的
に
よ
く
言
わ
れ
た
こ
と
で
あ
る
が
、
熊
本
藩
に
つ
い
て
は
そ
の
よ
う
な
研
究
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
熊
本
藩
内
に
お
い
て
も
同
様
の
事
態
が
進
行
し
て
い
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
松
井
順
子
氏
は
中
富
手
永
広
村
（
現
山
鹿
市
、
旧
鹿
央
町
）
に
つ
い
て
の
研
究
で
、
近
世
後
期
に
は
「
商
業
・
高
利
貸
業
を
営
み
な
が
ら
同
時
に
寄
生
地
主
化
し
、
藩
の
庇
護
下
Ⅱ
金
納
郷
士
を
背
景
に
村
の
政
治
的
・
経
済
的
支
配
層
と
し
て
台
頭
し
て
く
る
新
興
上
層
農
民
」
と
「
自
己
再
生
産
の
貫
徹
が
不
可
能
な
た
め
余
儀
な
く
隷
属
化
さ
せ
ら
れ
た
下
層
農
民
」
へ
の
階
層
分
化
が
進
行
し
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
松
本
寿
三
郎
氏
は
、
同
様
に
池
田
手
永
（現熊本市）で質地地主が成長していく状況を指摘してい
（魂）
る
。
ま
た
「
豪
農
」
と
地
主
と
を
同
一
的
に
と
ら
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
常
識
的
に
考
え
て
こ
の
時
期
に
、
後
に
「豪農」とよばれる人々も成長していったものと思われる。
さ
ら
に
ま
た
、
経
済
力
の
向
上
は
農
村
部
に
も
多
く
の
寺
小
屋
1８
〔表Ｖ〕玉名郡の寺子屋開業 を出
現
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
水
野
公
寿
氏
の
考
察
に
よ
る
と
、
熊
本
県
下
の
寺
小
屋
は
「
天
明
・
寛
政
期
に
は
ほ
と
ん
ど
設
立
さ
れ
て
お
ら
ず
、
文
化
・
文
政
期
か
ら
増
加
し
は
じ
め
、
と
く
に
天
保・弘化・嘉永・安政期（一八三○～一八五九）の一一一○
年
間
に
集
中
し
て
設
立
さ
れ
」
て
い
る
と
い
う
。
文
化
・
文
政
期
二八○四～一八二九）というのは、さきに述べた「請免」
の
実
施
ま
も
な
く
で
あ
り
、
ま
さ
に
農
村
部
で
「
余
分
」
が
増
大
し
て
く
時
期
に
当
っ
て
い
る
。
水
野
氏
は
全
県
的
な
設
立
状
況
を
示
す
表
も
作
成
し
て
い
る
が
、
こ
こ
に
は
玉
名
郡
の
寺
小
屋
開
業
（鋤｝
の
時
期
を
示
す
表
〔
表
Ｖ
〕
を
引
用
し
て
お
き
た
い
。
子
供
が
寺
小
屋
に
通
え
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
親
に
経
済
(出典は註２
〔表Ⅵ〕手永会所の財産（出典は註3１ 的な
余
裕
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
寺
小
屋
の
設
立
や
増
加
の
理
由
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
経
済
の
発
展
が
最
も
重
要
な
要
素
で
あ
り
、
こ
の
時
期
の
熊
本
が
寺
小
屋
の
設
立
・
増
加
を
う
一１１剛洲「Ｊ川棚州Ｍｎ加州州聡展が見ら
①金2538両３歩、②銀４２Ｈ973匁
③銭３万2198貰360月
内１万4020賞970月……諸拝借振１１１ニキ１１成居候分（銭の43.5％）
4255質330月……諸拝借返納滞分（銭の13.2％）
8652貫010匁……地方買人候分（銭の26.9％）
残り5270貧050匁（16.4％）
④米穀２０万5205石１斗「(58.3％）
内11万9619石７斗…民喰等村々え振替返納淵ニキⅡ成ﾊﾛ;候分、丼拝借返納銭分共
残り８万5585石４斗
九
、
生
産
力
の
増
大
と
公
共
事
業
の
盛
行
以
上
述
べ
た
こ
と
は
生
産
力
の
発
展
に
と
も
な
う
社
会
の
変
化
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
の
こ
と
は
必
ず
し
も
目
に
見
え
る
形
で
は
進
行
し
な
い
。
こ
の
時
期
に
最
も
目
に
見
え
る
形
で
進
行
し
た
の
は
め
が
ね
「
目
鑑
橋
」
Ⅱ
石
造
ア
ー
チ
橋
の
建
造
で
あ
る
。
こ
の
こ
ろ
の
熊
本
藩
は
公
共
事
業
ラ
ッ
シ
ュ
の
時
代
だ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
国
指
定
重
要
文
化
財
の
通
潤
橋
の
建
設
で
有
名
な
布
田
保
之
助
に
つ
い
て
の
記
録
を
見
る
と
、
目
鑑
橋建設はもちろん道路の整備、
1９
安永年間（1772～） １
天明〃（1781～）
寛政′（1789～） ３
享和′（1801～） １
文化〃（1804～） 1０
文政〃（1818～） 2０
天保′（1830～） 5２
弘化〃（1844～） 1０
嘉永′（1848～）
安政〃（1854～） 3０
万延′（1860～） ４
文久〃（1861～） 11
元治〃（1864～） １０
慶応′（1865～） １６
明治〃（1868～）
不明 1１
計 239
灌
慨
用
水
路
や
溜
池
の
新
設
な
ど
数
多
く
の
公
共
事
業
を
矢
部
手
永
（加）
（現山都町）で行っている。これらの事業は手、水に備蓄さ
れ
て
い
た
「
会
所
官
銭
」
を
主
な
財
源
と
し
て
行
わ
れ
た
が
、
そ
の
中
心
は
前
述
し
た
「
請
免
」
の
実
施
に
あ
た
っ
て
徴
収
、
備
蓄
さ
れ
た
三
歩
半
米
」
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
年
貢
と
一
体
的
に
徴
収
さ
れ
た
貢
租
の
一
部
で
あ
り
、
事
業
へ
の
支
出
に
つ
い
て
は
藩
の
許
可
が
必
要
で
あ
っ
た
が
、
手
永
の
自
己
資
金
と
い
う
性
格
が
強
か
っ
た
。
そ
の
た
め
各
手
永
は
一
歩
半
米
を
中
心
と
し
た
会
所
官
銭
の
運
用
・
増
殖
を
は
か
り
、
そ
れ
を
手
水
の
自
主
事
業
の
資
金
と
し
た
の
で
あ
る
。
実
は
「
惣
産
物
調
帳
」
と
同
じ
時
期
に
、
各
手
永
の
会
所
官
銭
の
現
状
調
査
も
行
わ
れ
て
い
る
。
五
一
の
手
永
ご
と
に
そ
の
状
況
が
記
き
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
に
は
そ
の
合
計
額
を
記
し
た
「
惣
一
紙
」
の
部
分
だ
け
を
示
す
〔
表
Ⅵ
〕
。
こ
の
調
査
書
の
表
題
は
「
諸
御
郡
会
所
々
々
諸
官
銭
臨
時
改
帳
」
と
な
っ
て
お
り
、
天
保
一
四
年
九
月
と
記
さ
れ
て
い
る
。
〃
あ
と
が
き
〃
の
部
分
を
見
る
と
、
「御郡御吟味役」二名と「御郡御目附付御横目」六名が調
査
を
担
当
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
そ
し
て
調
査
は
天
保
九
年
二
八一一一八）から同一三年にかけて実施したと記されている。
ま
さ
に
「
惣
産
物
調
帳
」
と
並
行
し
て
調
査
が
行
わ
れ
て
い
る
の
（弧）
で
あ
る
。
こ
こ
に
記
さ
れ
て
い
る
「
会
所
官
銭
」
の
内
容
は
、
金
・
銀
・
銭
・
米
穀
の
四
種
類
で
あ
る
が
、
そ
の
中
で
「
金
」
「
銀
」
の
額
は
「
銭
」
「
米
穀
」
に
較
ぺ
る
と
か
な
り
小
額
で
あ
る
。
「
銭
」
の
額
を
「
惣
産
物
調
帳
」
の
場
合
と
同
様
に
米
一
石
Ⅱ
銭
一
○
○
月として計算すると三一一万二○○○石ほどになり、「米穀」
と
合
わ
せ
る
と
五
二
万
七
○
○
○
石
程
に
な
る
。
一
つ
の
手
永
で
平
均
一
万
石
以
上
の
財
産
を
所
有
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
当
時
（蝿）
の
熊
本
藩
の
一
年
間
の
予
算
は
四
○
万
石
ほ
ど
で
あ
り
、
こ
れ
と
比べれば手永の財産はかなり高額である。「惣産物調帳」
に
見
え
る
高
い
生
産
力
が
手
水
財
産
の
額
に
反
映
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
こ
れ
ら
手
永
の
財
産
の
う
ち
「
銭
」
の
五
六
・
七
％
は
「
諸
拝
借
」
つ
ま
り
貸
付
に
出
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
二
六
・
九
％
は
「
地
方
買
入
」
Ⅱ
土
地
購
入
に
あ
て
ら
れ
て
お
り
、
合
計
す
る
と
「銭」の八一一一・六％は投資にまわされている。また「米」
の
五
八
・
三
％
も
貸
付
に
回
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
「
会
所
官
銭
」
は
多
く
の
部
分
が
手
永
財
産
の
増
殖
に
向
け
ら
れ
て
い
る
。
「
会
所
官
銭
」
は
、
こ
の
よ
う
に
生
産
力
の
進
展
や
手
永
の
増
殖
努
力
に
よ
っ
て
備
蓄
額
が
増
大
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
が
、
明
治
維
新
後
新
し
い
地
方
制
度
が
施
行
さ
れ
て
「
手
永
」
は
消
滅
、
「
会
所
官
銭
」
は
「
郷
備
金
」
と
称
さ
れ
た
が
、
所
有
主
体
が
確
定
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
「
郷
備
金
」
の
行
方
が
大
き
な
問
題
と
な
っ
（郷）
た。目
鑑
橋
を
は
じ
め
と
す
る
公
共
事
業
に
あ
た
っ
て
は
、
こ
の
「
会
所
官
銭
」
を
資
金
の
中
心
と
し
、
不
足
分
に
つ
い
て
は
藩
財
政
2０
〔表Ⅶ〕目鑑橋の建造数（建造年の判明しているものだけ） (出典は註35） から
の
資
金
を
要
請
し
た
が
、
そ
れ
が
認
め
ら
れ
た
場
合
は
先
述
の
よ
う
に
「
拝
借
」
と
よ
ば
れ
、
そ
の
拝
借
額
に
利
子
を
つ
け
て
[平'三三!=半泙i=桴泙1斗＝
と
よ
ば
れ
、
そ
の
拝
借
額
に
利
子
を
つ
け
て
返
済
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
ま
た
そ
の
よ
う
な
場
合
は
必
ず
地
域
の
人
々
か
ら
「
寸
志
」
を
募
る
こ
と
が
条
件
と
さ
れ
て
い
た
。
つ
ま
り
公
共
事
業
を
行
う
に
際
し
て
は
「
寸
志
」
の
募
集
が
〈Ｍ）
必要条件だったのである。その「寸土心」
を
多
く
の
人
々
が
出
す
経
済
力
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
の
が
こ
の
時
代
で
あ
り
、
そ
れ
を
如
実
に
示
す
の
が
「
惣
産
物
調
帳
」
の
末
尾
部
分
に
記
さ
れ
て
い
る
「
余
分
」
で
あ
る
。
目
鑑
橋
は
木
造
の
橋
に
く
ら
べ
て
格
段
に
高
額
の
経
費
を
必
要
と
す
る
た
め
、
そ
の
建
造
に
あ
た
っ
て
は
地
域
の
経
済
力
が
強
ま
り
、
多
く
の
人
々
が
そ
の
経
費
を
提
供
で
き
る
時
代
に
な
る
こ
と
が
必
要
で
あ
っ
た
。
初
め
て
の
目
鑑
橋
は
天
明
三
年
二
七
○
○
）
に
懸
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
目鑑橋が多く懸けられるようになるのは、
そ
の
資
金
を
多
く
の
人
々
が
提
供
で
き
る
時
代
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
〔
表
Ⅶ
〕
は
上
塚
尚
孝
氏
の
研
究
に
も
と
づ
い
て
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
今
ま
で
確
認
さ
れ
た
六
○
○
以
上
の
目
鑑
橋
の
う
ち
、
建
造
年
が
確
認
で
き
た
も
の
に
つ
い
て
表
に
し
〈鯛）
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
見
て
も
目
鑑
橋
建
造
に
多
く
の
人
々
が
資金を出す余裕が出てきた文化・文政期以降（文化元年Ⅱ
一八○四年）に目鑑橋の建造が盛行したことが分かる。
こ
こ
で
目
鑑
橋
の
建
造
費
に
つ
い
て
具
体
的
な
数
字
で
見
て
み
た
い
。
矢
部
手
永
惣
庄
屋
の
布
田
保
之
助
は
、
天
保
一
一
年
（
一
八
三
一）から嘉永一一一年（一八五○）の問に一二の目鑑橋を建
造
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
橋
の
長
さ
は
、
最
も
長
い
男
成
川
橋
（
聖
橋
）
が
二
間
、
最
も
短
い
貫
原
橋
が
七
尺
、
平
均
で
四
・
七
七
間
Ⅱ
約
八
・
六
川
ほ
ど
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
普
通
の
長
さ
の
橋
と
い
っ
て
よ
い
が
、
そ
の
経
費
の
総
額
は
銭
一
二
七
貫
八
二
五
匁
余
で
（
藩
札
の
金
額
）
、
平
均
で
一
○
貫
目
余
で
一
つ
の
橋
が
か
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
一
二
の
目
鑑
橋
の
資
金
が
ど
こ
か
ら
出
さ
れ
た
か
を
見
る
と
、
①
藩
の
出
費
Ⅱ
一
三
・
五
％
、
②
手
永
や
村
の出費Ⅱ六六・七％、③「寸志」（寄付金）Ⅱ二○・一％
と
な
る
。
と
こ
ろ
が
①
の
藩
の
出
費
の
内
容
を
み
る
と
、
橋
の
建
設
に
必
要
な
木
を
藩
有
林
か
ら
払
い
下
げ
た
分
の
金
額
や
、
古
い
橋
材
の
売
払
い
代
で
あ
っ
て
、
通
常
の
意
味
で
の
建
造
費
の
支
出
で
は
な
い
。
考
え
方
に
よ
っ
て
は
藩
は
全
く
銭
貨
を
出
し
て
い
な
い
と
い
っ
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。
ほ
と
ん
ど
の
公
共
事
業
は
こ
の
（犯）
よ
う
な
形
で
実
施
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
も
う
一
つ
、
安
政
元
年
（
一
八
五
四
）
に
造
ら
れ
た
通
潤
橋
の
－２１－
時期 ～1800 1801～１０ １８１１～2０ 1821～３０ 1831～4０ 1841～5０ 1851～6０ 1861～７０
件数 ２ ２ ６ 1９ 1１ 3４ 2４ ９
場
合
を
見
て
み
よ
う
。
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
れ
は
用
水
を
通
す
た
め
の
橋
で
あ
る
。
橋
の
建
造
費
だ
け
で
は
銭
三
一
九
賃四○六匁余であるが、「井手」Ⅱ用水路の工事費が銭三
九
二
貫
目
余
で
、
合
計
す
る
と
銭
七
二
七
貫
九
○
六
匁
余
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
経
費
の
四
六
・
三
％
は
借
用
金
で
、
利
子
を
つ
け
て
返
済
す
る
こ
と
が
必
要
な
資
金
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
別
の
四
四
・
二
％
は
「
御
郡
方
御
銭
御
出
方
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
藩
の
「
御
郡
方
」
と
い
う
役
所
か
ら
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
長
さ
七
五
・
六
川
、
高
さ
二
○
・
一
一
肘
と
い
う
巨
大
な
目
鑑
橋
で
、
莫
大
な
経
費
が
必
要
で
あ
っ
た
た
め
例
外
的
に
藩
か
ら
出
費
き
れ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
現
代
的
な
意
味
で
の
藩
の
出
費
で
は
な
い
。
こ
の
「
御
郡
方
御
銭
御
出
方
」
は
、
銭
一
○
○
匁
に
つ
き
三
升
七
合
ず
つ
、
開
発
さ
れ
る
水
田
で
い
え
ば
一
反
あ
た
り
三
斗
ず
つ
の
「
徳
米
」
を
毎
年
納
入
す
る
と
い
う
条
件
で
藩
が
投
資
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
数
字
を
も
と
に
藩
の
出
資
金
に
つ
い
て
整
理
す
る
と
、
通潤橋の用水で計画通り四○・四町余の水田が開発され、
そ
の
水
田
か
ら
「
徳
米
」
が
順
調
に
納
入
さ
れ
た
場
合
は
、
一
六
・
（灯）
四
年
で
回
収
で
き
る
予
定
の
金
額
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
通
潤
橋
建
設
へ
の
藩
か
ら
の
支
出
Ⅱ
「
御
郡
方
御
銭
出
方
」
は
、
こ
の
こ
ろ
藩
当
局
が
八
代
海
で
多
く
造
成
し
た
干
拓
新
田
の
場
合
と
同
様
の
性
格
の
も
の
で
あ
り
、
現
代
的
な
意
味
で
の
藩
の
支
出
で
は
な
く
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
「
投
資
」
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
一
○
、
お
わ
り
に
以
上
「
諸
御
郡
惣
産
物
調
帳
」
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
天
保
期
の
熊
本
藩
で
は
実
質
的
に
は
二
○
○
万
石
以
上
の
生
産
力
が
あ
り
、
貢
租
率
は
約
二
五
％
と
、
従
来
考
え
ら
れ
て
い
た
も
の
に
比
べ
て
格
段
に
低
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
述
べ
、
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
状
況
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
、
ま
た
そ
の
結
果
ど
の
よ
う
な
変
化
が
社
会
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
か
を
述
べ
た
。
と
こ
ろ
で
「
惣
産
物
調
帳
」
の
よ
う
な
生
産
調
査
は
熊
本
藩
以
外
で
も
行
わ
れ
て
い
た
の
あ
ろ
う
か
。
常
識
的
に
は
多
く
の
藩
で
繰
り
返
し
に
な
る
が
、
布
田
保
之
助
が
矢
部
地
方
で
建
造
し
た
一
二
の
目
鑑
橋
の
場
合
は
、
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
経
費
を
地
元
が
負
担
し
て
い
る
し
、
通
潤
橋
の
場
合
は
巨
額
の
借
入
金
を
資
金
と
し
て
建
造
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
借
入
金
に
利
子
を
つ
け
て
返
済
す
る
だ
け
の
経
済
力
が
地
元
（
村
や
手
永
）
に
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
実
現
で
き
た
と
い
え
よ
う
。
さ
ら
に
も
う
一
つ
の
例
を
あ
げ
れ
ば
、
安
政
二
年
つ
八
五
五
）
に
造
ら
れ
た
八
勢
目
鑑
橋
（
御
船
町
上
野
、
長
さ
六
二
Ｍ
）
の
場
合
は
、
御
船
の
豪
商
Ⅱ
林
田
能
寛
が
必
要
経
費
全
額
を
負
担
し
て
建
造
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
目
鑑
橋
建
造
な
ど
の
公
共
事
業
は
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
な
、
こ
の
時
期
の
農
村
の
経
済
力
の
発
展
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
可
能
に
な
っ
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
－２２－
行
わ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
が
、
寡
聞
に
し
て
そ
のような調査史料による研究結果の報告は見たことがない。
例
え
ば
一
万
石
規
模
の
領
域
で
の
調
査
で
も
残
さ
れ
て
い
れ
ば
、
そ
の
研
究
結
果
は
大
き
な
注
目
を
あ
び
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
ま
し
て
肥
後
五
四
万
石
と
い
う
大
藩
の
全
領
域
を
対
象
と
し
た
「
惣
産
物
調
帳
」
は
実
に
貴
重
な
史
料
と
い
え
よ
う
。
ま
た
、
本
論
に
述
べ
た
よ
う
な
状
況
は
こ
の
時
期
の
熊
本
藩
だ
け
で
見
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
時
期
は
多
く
の
情
報
が
す
ぐ
に
全
国
各
地
に
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
時
代
で
あ
る
。
も
し
仮
に
熊
本
藩
だ
け
が
特
別
に
経
済
力
が
高
ま
っ
た
と
か
、
豊
か
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
他
地
域
か
ら
熊
本
に
来
た
旅
行
者
や
商
人
た
ち
に
よ
っ
て
そ
の
こ
と
が
各
地
に
伝
え
ら
れ
、
記
録
に
も
残
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
記
録
が
見
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
こ
こ
で
熊
本
藩
に
つ
い
て
述
べ
た
よ
う
な
状
況
は
、
全
国
的
に
見
て
特
別
な
状
況
で
は
な
か
っ
た
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
今
ま
で
は
支
配
者
側
の
苛
數
詳
求
よ
っ
て
、
大
部
分
の
農
民
は
貧
窮
と
い
っ
て
も
よ
い
よ
う
な
生
活
を
送
っ
て
い
た
と
考
え
る
の
が
一
般
的
で
あ
っ
た
が
、
本
稿
で
明
ら
か
に
な
っ
た
状
況
は
、
そ
の
よ
う
な
考
え
に
修
正
を
迫
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
さ
ら
に
本
稿
に
述
べ
た
こ
と
は
、
「
石
高
」
に
つ
い
て
の
考
え
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
た
と
え
ば
熊
本
藩
で
は
表
高
は
五
円
万
石
、
細
川
氏
が
入
国
し
た
と
き
の
上
使
引
渡
ｌ註 し高
は
約
七
二
万
石
、
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
の
公
式
の
石
高
は
七
八
・
六
万
石
と
記
さ
れ
て
お
り
、
細
川
領
時
代
の
石
高
は
ほ
（洲）
と
ん
ど
は
七
五
万
石
前
後
の
数
字
で
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
実
際
は
本
稿
に
述
べ
た
通
り
、
天
保
期
に
は
二
○
○
万
石
以
上
の
生
産
力
と
い
っ
て
よ
い
状
況
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
「
石
高
」
と
は
何
な
の
か
。
本
稿
で
明
ら
か
に
な
っ
た
事
実
は
、
い
ま
ま
で
の
「
石
高
」
に
つ
い
て
の
理
解
を
再
検
討
す
る
た
め
の
重
要
な
資
料
と
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
最
後
に
も
う
一
言
述
べ
る
と
、
こ
の
「
惣
産
物
調
帳
」
か
ら
得
ら
れ
る
情
報
は
非
常
に
豊
富
で
あ
り
、
さ
き
に
述
べ
た
よ
う
に
一
つ
の
手
永
だ
け
を
検
討
し
て
も
多
く
の
興
味
あ
る
事
実
が
明
ら
か
に
で
き
る
し
、
ま
た
い
く
つ
か
の
手
永
を
比
較
検
討
し
て
も
同
様
の
こ
と
が
い
え
る
と
思
わ
れ
る
。
今
後
と
も
こ
の
「
惣
産
物
調
帳
」
を
利
用
し
て
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
う
の
で
、
ぜ
ひ
大
方
の
御
教
示
を
お
願
し
た
い
と
思
う
次
第
で
あ
る
。
３ ２
古
島
敏
雄
「
地
主
制
」
（
『
国
史
大
辞
典
』
第
七
巻
、
吉
川
弘
文
館
、
昭
和
六
一
年
、
二
四
頁
）
田
中
圭
一
『
村
か
ら
見
た
日
本
史
』
（
ち
く
ま
新
書
、
二
○
○
二
年
）
五
一
～
五
二
頁
網
野
善
彦
『
続
日
本
の
歴
史
を
よ
み
な
お
す
」
（
筑
摩
書
房
、
－２３－
一
九
九
六
年
）
一
九
～
一
二
頁
。
な
お
『
網
野
善
彦
著
作
集
』
第
一
○
巻
三
～
四
六
頁
（
岩
波
書
店
、
一
一
○
○
七
年
）
を
参
召
８
８
小
４
佐
藤
常
雄
『
貧
農
史
観
を
見
直
す
』
（
講
談
社
現
代
新
書
、
一
九九五年）
５
郡
の
数
は
「
郡
代
」
が
任
命
さ
れ
て
い
る
地
域
の
数
で
、
西
山禎一『熊本藩役職者一覧』〈細川藩政史研究会、
平
成
一
九
年
〉
に
よ
る
。
手
永
の
数
は
「
諸
御
郡
惣
産
物
調
帳
」
、
村
数
は
松
本
寿
三
郎
編
『
肥
後
国
誌
補
遺
・
索
引
編
』
（青潮社、昭和四七年）の索引部分による。
６松本雅明「肥後読史総覧』（鶴屋百貨店、昭和五八年）
一
六
八
四
～
一
七
二
五
頁
７『波野村史』（波野村、平成一○年）五一一一一一～五二五
頁吉
村
豊
雄
『
藩
制
下
の
村
と
在
町
」
（
一
の
宮
町
、
平
成
一
三
年）七八～八四頁
「
玉
名
市
史
資
料
篇
五
』
（
玉
名
市
、
平
成
一
五
年
）
三
五九～三六八頁。なお『岱明町史」（岱明町、平成一
七年）一一一一一六～一一一三五頁にも同じ四手、水の分が紹介
されている。
『
新
字
士
市
史
資
料
篇
第
三
巻
』
（
宇
士
市
、
平
成
一
六
年
）
二
七
七
～
二
八
八
頁
『
白
水
村
史
」
（
南
阿
蘇
村
、
平
成
一
九
年
）
二
五
七
～
二
六
三
頁
８
蓑
田
勝
彦
「
熊
本
藩
の
御
用
紙
漉
’
八
代
郡
宮
地
村
の
紙
漉
ｌ
について」Ｓ和紙１用と美の世界Ｉ」〈八代市立博物
館
展
覧
会
図
録
、
平
成
一
五
年
〉
）
六
○
頁
、
六
九
頁
９
註
５
の
『
熊
本
藩
役
職
者
一
覧
』
二
一
九
～
一
三
○
頁
。
な
お
中
村
庄
衛
門
の
日
記
は
、
弘
化
年
つ
八
四
五
）
～
明
治
三
年
（
一
八
七
○
）
の
も
の
で
、
現
在
第
一
巻
だ
け
が
刊
行
き
れ
て
い
る
ｓ
肥
後
中
村
恕
斎
日
録
』
、
熊
本
出
版
文
化
会館、二○○二年）。
、
た
と
え
ば
、
菊
池
郡
河
原
手
永
隈
府
町
の
渋
江
忠
太
が
「
郡
代
直
触
」
か
ら
。
領
一
疋
格
」
に
昇
進
し
た
と
き
の
記
録
に
は
、
「
御
郡
御
目
附
付
御
横
目
」
と
し
て
野
田
恒
助
の
名
前
が
見
ら
れ
る
（
「
町
在
」
天
保
五
年
Ⅱ
熊
本
県
立
図
書
館
の
複
製本「永青文庫」一四八七）。
Ⅱ
『
新
熊
本
市
史
史
料
編
第
五
巻
近
世
Ⅲ
』
（
熊
本
市
、
平
成
一
○
年
）
八
六
～
九
四
頁
Ⅲ
『
肥
後
藩
の
農
民
生
活
」
（
日
本
談
義
社
、
昭
和
三
○
年
）
一
一
二
～
二
五
頁
田
「
上
妻
文
庫
二
三
六
」
（
熊
本
県
立
図
書
館
所
蔵
）
の
寛
文
八
年
の
記
事
、
「
合
志
郡
大
津
手
永
田
畑
諸
作
時
候
之
考
」
（
『日本農書全集」第三一一一巻、農山漁村文化協会、昭和
2４
2３ 2２ 2１ 2０１９ １８ 1７ 1５ １４
、 五
七
年
所
収
）
、
そ
の
他
砠
西
村
春
彦
「
宝
暦
～
天
保
期
に
お
け
る
肥
後
細
川
藩
の
農
政
と
請
免
制
」
（
「
熊
本
史
学
』
八
二
号
所
収
）
。
な
お
「
新
熊
本
市
史
通
史
編
第
四
巻
近
世
Ⅱ
』
（
熊
本
市
、
平
成一五年）の一一一三一～三五五頁参照
永
青
文
庫
の
う
ち
「
上
書
三
十
一
」
（
永
青
文
庫
の
古
文
書
目
録
に
は
記
載
な
し
。
熊
本
市
歴
史
文
書
資
料
室
の
永
青
文
庫複製本の冊子番号一四五三に所収）
「
覚
帳
」
嘉
永
五
年
（
熊
本
大
学
附
属
図
書
館
寄
託
「
永
青
文
庫
」
九
・
七
・
三
、
県
立
図
書
館
の
複
製
本
で
は
「
永
青
文
庫」一一六三）
日
本
史
籍
協
会
叢
書
一
七
四
「
藩
制
一
覧
二
」
（
東
京
大
学
出
版
会
、
昭
和
四
二
年
覆
刻
）
三
四
一
頁
註
皿
の
「
肥
後
藩
の
農
民
生
活
』
一
○
頁
「
新
熊
本
市
史
史
料
篇
第
六
巻
近
代
Ｉ
』
（
熊
本
市
、
平
成
九
年
）
七
～
八
頁
内
山
幹
生
氏
の
原
図
（
二
○
○
六
年
一
一
一
月
の
熊
本
史
学
会
での発表資料）に変更を加えた。
『花岡興輝著作選集」（同選集刊行会、平成一七年）
二
九
九
頁
『徳富家文書（三）』（七浦古文書会編『芦北郡史料
叢
書
』
第
七
集
、
平
成
一
四
年
）
一
二
頁
２９
、
２８
、
２７
、
２６
、
２５
、
2４
『
南
関
町
史
通
史
編
』
（
南
関
町
、
二
○
○
六
年
）
上
巻
六
一
三
～
六
一
五
頁
。
な
お
「
在
御
家
人
」
と
い
う
の
は
「郡代直触」以上の身分をさす。
「
覚
帳
」
天
保
一
四
年
（
熊
本
大
学
附
属
図
書
館
寄
託
「
永
青
文庫」文六・一一一・一一五）。なお三沢純「幕末維新期熊本
藩
の
地
方
役
人
と
郷
士
」
（
平
川
新
・
谷
山
正
道
編
『
地
域
社
会
と
リ
ー
ダ
ー
た
ち
』
吉
川
弘
文
館
、
二
○
○
六
年
）
参
照
「
肥
後
国
郡
村
誌
抄
』
上
・
中
、
（
熊
本
女
子
大
学
歴
史
学
研
究
部
、
青
潮
社
、
昭
和
三
四
、
三
五
年
）
蓑
田
勝
彦
「
江
戸
後
期
熊
本
藩
に
お
け
る
通
貨
制
度
ｌ
藩
札
の流通ｌ」（熊本歴史学研究会「熊本歴研史叢』第肝
八号、一一○○’一一年所収）。なお松本寿三郎「熊本藩剖
に
お
け
る
藩
札
の
発
行
」
（
「
地
域
史
研
究
と
歴
史
教
育
』
熊
本
出
版
文
化
会
館
、
一
九
九
八
年
所
収
）
参
照
松
井
順
子
「
近
世
後
期
肥
後
の
農
民
階
層
ｌ
玉
名
郡
中
富
手
水
広
村
の
場
合
ｌ
」
（
「
西
南
地
域
史
研
究
第
四
輯
」
〈
同
研
究
会
、
文
献
出
版
、
昭
和
五
五
年
〉
所
収
）
。
松
本
寿
三
郎
「
肥
後
に
お
け
る
地
主
・
小
作
関
係
の
展
開
」
（
同
氏
『
熊
本
近
世
史
に
つ
い
て
の
十
三
章
』
〈
細
川
藩
政
史
研
究
会
、
平
成一六年〉）
水野公寿「庶民教育の普及」（『熊本近世史論集』Ⅱ
「
年
報
熊
本
近
世
史
昭
和
六
○
年
度
」
〈
熊
本
近
世
史
の
3５ ３４
、
3３ 3２ 3１ 3０
会、昭和六一年刊〉所収）
笹原佗助「布田保之助惟暉翁伝』（布田翁遺徳顕彰会、
昭
和
一
三
年
）
五
七
～
七
五
頁
。
「
町
在
」
明
治
元
年
（
熊
本
大学附属図書館寄託「永青文庫」一○・三・七）など
「
覚
帳
」
天
保
一
四
年
（
熊
本
大
学
附
属
図
書
館
寄
託
「
永
青文庫」文六・三・一一五）。この史料は前田信孝「郷備
金
の
研
究
覚
書
ｌ
肥
後
の
維
新
と
郷
備
余
ｌ
」
（
「
市
史
研
究
く
ま
も
と
』
第
八
号
Ⅱ
新
熊
本
市
史
編
纂
委
員
会
、
平
成
九
年
）
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
同
氏
「
続
郷
備
金
の
研
究
覚
書
」
（
『
市
史
研
究
く
ま
も
と
』
第
九
号
）
に
明
治
以
後
の
郷
備
金
問
題
が
詳
し
く
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
天
保
九
年
の
「
宝
暦
以
来
御
勝
手
向
御
繰
合
の
御
模
様
大
略
調帳」（熊本大学附属図書館寄託「永青文庫」四・四・
四・二）によると、天保二年の支出は四○万二六八○
石
余
、
同
九
年
の
支
出
は
四
一
万
五
六
○
○
石
余
で
あ
る
。
前
註
別
の
前
田
氏
の
論
文
。
な
お
今
村
直
樹
「
肥
後
藩
「
遺
産
」
相
続
争
い
ｌ
肥
後
の
民
衆
と
郷
備
金
Ｉ
」
（
熊
本
歴
史
叢
書
５
近
代
『
細
川
藩
の
終
焉
と
明
治
維
新
』
熊
本
日
日
新聞社、平成一五年）参照
鉛
蓑
田
勝
彦
「
肥
後
の
石
工
・
目
鑑
橋
（
補
と
（
年
報
熊本近世史、平成一六年度Ⅱ『近世史論集』所収）
上塚尚孝「肥後・熊本の目鑑橋架設老」（講演資料、
3８ 3７〔付
記
〕
本
稿
は
二
○
○
七
年
五
月
の
熊
本
史
学
会
、
同
年
六
月
の
熊
本
近
代
史
研
究
会
で
の
報
告
を
文
章
化
し
た
も
の
で
あ
り
、
簡
単
な
要
旨
は
同
年
七
月
発
行
の
『
熊
本
近
研
会
報
」
第
四
二
九
号
（
熊
本
近
代
史
研
究
会
）
に
掲
載
し
て
い
る
。
２
０
０
６
年
）
。
こ
の
講
演
内
容
は
最
近
、
「
肥
後
・
熊
本
の
め
が
ね
橋
考
」
と
し
て
早
稲
田
大
学
日
本
地
域
文
化
研
究
所
編
『
肥
後
の
歴
史
と
文
化
』
（
行
人
社
、
二
○
○
八
年
）
に
文
章化、収録された。
「
町
在
」
安
政
四
年
（
熊
本
大
学
附
属
図
書
館
寄
託
「
永
青
文
庫
」
一
○
・
一
・
五
、
熊
本
県
立
図
書
館
の
複
製
本
で
は
「永青文庫」一八○二）の記事によって計算した。
加
藤
氏
時
代
の
「
実
高
」
は
七
三
万
石
余
と
い
わ
れ
（
「
新
熊
本
市
史
通
史
編
第
三
巻
近
世
Ｉ
」
一
四
九
頁
）
、
細
川
氏
時
代
も
、
ほ
ぼ
こ
れ
に
近
い
数
字
が
熊
本
藩
の
公
式
の
「高」とされていた。文化年間（一八○四～一八一七）
の
石
高
は
約
七
八
万
石
（
註
６
の
『
肥
後
読
史
総
覧
』
一
六
五
五
頁
）
。
本
文
に
述
べ
た
よ
う
に
天
保
年
間
の
「
惣
産
物
調
帳
」
で
は
七
四
万
石
余
で
あ
り
、
前
述
の
よ
う
に
明
治
二
年
では七八・六万余石とされている（註旧の書）。
2６
